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第 1 章

はじめに
HD OMNI は、 Pro Tools|HD® システム と 共に使用

する よ う 設計された業務用デジ タル ・ オーデ ィ

オ ・ イ ン ターフ ェースです。 HD OMNI は、 音楽制

作、 レ コーデ ィ ング、 ポス ト プロ ダ ク シ ョ ン用の

小型のプ リ アンプ、 イ ンプ ッ ト ・ ミ キサー、 モニ

ター機能、 I/O を備えています。

HD OMNI の機能

アナログ I/O

･ 24 ビ ッ ト の A/D コ ンバータ と D/A コ ンバータ

を搭載、 大 192 kHz のサンプルレー ト に対応

･ 高品質のマ イ ク /DI プ リ アンプ x 2 （チャ ンネ

ル 1–2）

･ フ ロ ン ト パネルにマ イ ク と 楽器用の XLR と 1/4

イ ンチ TRS 兼用イ ンプ ッ ト  x 2

･ バッ クパネルにマ イ ク用 XLR イ ンプ ッ ト  x 2

･ バッ クパネルにチャ ンネル 1-2 のハード ウ ェ

ア ・ イ ンサー ト 用 1/4 イ ンチ TRS セン ド ・

ジ ャ ッ ク と 1/4 イ ンチ TRS リ ターン ・ ジ ャ ッ

ク x 各 2

･ バッ クパネルに TRS ラ イ ン ・ レベル ・ イ ン

プ ッ ト  x 4 （チャ ンネル 1–4）

HD OMNI には複数のアナロ グ ・ イ ンプ ッ

ト があ り ますが、 Pro Tools に対する アナ

ロ グ ・ イ ンプ ッ ト は 大 4 チャ ンネルで

す。
･ アナロ グ ・ イ ンプ ッ ト の ク リ ッ ピ ングを防ぐ リ

ミ ッ ター回路 「ソ フ ト ・ ク リ ッ プ」 と 「カー

ブ」。

･ バッ クパネルに 8 チャ ンネルのアナロ グ ・ ア ウ

ト プ ッ ト 、 可変ア ウ ト プ ッ ト ・ ゲイ ン装備、

DB-25 ブレーク ア ウ ト ・ ケーブル （別売） 使用

･ バッ クパネルに 2 チャ ンネルのアナロ グ ・ ア ウ

ト プ ッ ト （DB-25 コネ ク タのチャ ンネル 1–2 ま

たは 7–8 を反映）、 TRS 使用

･ フ ロ ン ト パネルにステレオの 1/4 イ ンチ ・ ヘッ

ド フ ォ ン ・ ジ ャ ッ ク

デジ タル I/O

･ 8 チャ ンネルの AES/EBU ア ウ ト プ ッ ト （ 大

192 kHz、 シングル ・ ワ イ ヤー）、 DB-25 ブレー

ク ア ウ ト ・ ケーブル （別売） 使用

･ 2 チャ ンネルの AES/EBU XLR イ ンプ ッ ト （

大 192 kHz、 シングル ・ ワ イヤー）

･ 2 チャ ンネルの S/PDIF RCA イ ンプ ッ ト （ 大

192 kHz）

･ 8 チャ ンネルの ADAT TOSLINK のイ ンプ ッ ト

と ア ウ ト プ ッ ト

･ サンプルレー ト 88.2 kHz、 96 kHz、 176.4 kHz、

192 kHz で ADAT S/MUX オプテ ィ カル対応

･ サンプルレー ト 96 kHz まで 2 チャ ンネルの

S/PDIF オプテ ィ カル対応。 
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･ AES/EBU、 S/PDIF、 またはオプテ ィ カル

（S/PDIF） のデジ タル ・ イ ンプ ッ ト 1–2 での リ

アルタ イ ム ・ サンプルレー ト 変換 （SRC）

モニ タ リ ング

･ Pro Tools の 「キ ュー」 ステレオ ・ ア ウ ト プ ッ

ト ・ パス をフ ロ ン ト パネルのヘッ ド フ ォ ン ・

ジ ャ ッ ク か らモニ ター可能

･ フ ロ ン ト パネルにコ ン ト ロール ・ ルーム

（MAIN/ALT） と ヘッ ド フ ォ ンのボ リ ューム ・

コ ン ト ロール

･ フ ォール ド ・ ダ ウ ンを使ったステレオ ・ フ ォー

マ ッ ト からサラ ウ ン ド ・ フ ォーマ ッ ト （ 大

7.1） までのモニ ター

･ 様々な入力信号の低レ イ テンシ ・ ダ イ レ ク ト ・

モニ タ リ ング用イ ンプ ッ ト ・ ミ キサー （Pro 

Tools の [ ハード ウ ェ ア設定 ] で設定）

同期

･ Pro Tools|HD オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェース ま

たは周辺機器を接続する ための Loop Sync のイ

ンプ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト

･ 外部ワード ・ ク ロ ッ ク機器 と HD OMNI を同期

する ためのイ ンプ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト

内容

･ HD OMNI オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェース

･ AC 電源ケーブル

･ DigiLink/DigiLink Mini アダプタ ・ ケーブル

･ BNC ケーブル （18 イ ンチ [0.46m]）

･ HD OMNI ガイ ド

･ 健康 と 安全ガ イ ド

･ オン ラ イ ン登録カー ド

ADAT S/MUX を使用する と きはサンプル

レー ト 変換はでき ません。
HD OMNI ガイ ド
システムの必要条件と互換性

HD OMNI は推奨 Pro Tools|HD システムを必要 と

し ます。 Pro Tools HD は、 1 つのシステムに対し

て 1 台の HD OMNI にのみ対応し ます。

Avid は、 Avid のテス ト に合格し たハー ド ウ ェ ア

と ソ フ ト ウ ェ アに対し てのみ互換性を保証し、 サ

ポー ト を行います。 

システムの必要条件、 推奨する コ ンピ ュータ、 オ

ペレーテ ィ ング ・ システム、 ハー ド ・ ド ラ イブ、

サード パーテ ィ ー機器について詳し く は、 以下の

サイ ト ご覧 く ださ い。

www.avid.com/compatibility

登録

同封のオン ラ イ ン登録カー ド を読んで、 購入し た

製品をオン ラ イ ンで登録し て く ださ い。 登録する

と 、 以下を受け取る資格が得られます。

･ テ ク ニカル ・ サポー ト の情報

･ ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プデー ト と ア ッ プグ

レード の通知

･ ハード ウ ェ アの保証の情報

このガイ ド について

こ のガイ ド は、 HD OMNI の機能について説明し

ます。

Pro Tools|HD システムの接続と 設定について詳し

く は、 「Pro Tools|HD ユーザー ・ ガイ ド」 をお読

み く ださ い。

Pro Tools ソ フ ト ウ ェ アの使用方法について詳し

く は、 「Pro Tools リ フ ァ レ ン ス ・ ガイ ド」 をお読

み く ださ い （Pro Tools で [ ヘルプ ]>[Pro Tools リ

フ ァ レ ン ス ・ ガイ ド ] を選択し て く だ さ い）。



凡例

弊社のガイ ド では、 メ ニ ューの選択やキー ・ コマ

ン ド を以下の凡例に従って示し ます。
:

画面に表示される コマン ド、 オプシ ョ ン、 設定の

名前は角括弧で示し ます。

以下の記号は、 重要な情報を示すために使われま

す。

凡例 動作

[ フ ァ イル ] （File）

>[ 保存 ] （Save）

[ フ ァ イル ] メ ニューから

[ 保存 ] を選択し ます。

Control+N Control キーを押したまま、

N キーを押し ます。

Control- ク リ ッ ク Control キーを押したまま、

マウスを ク リ ッ ク し ます。

右ク リ ッ ク マウスの右ボタ ンを ク

リ ッ ク し ます。

システムを活用するために役立つ ヒ ン ト

データやシステムの処理能力に影響する

重要な注意。

キーボードやマウ スの便利なシ ョ ー ト

カ ッ ト

このガイ ド の別のセ ク シ ョ ンまたは別の

Pro Tools ガイ ドへの関連。
www.avid.com について

Pro Tools システムを 大限に活用する ため、 Avid

のウ ェブサイ ト （www.avid.com） をご利用 く だ さ

い。 以下は、 そのサービ ス と 機能の一部です。 

製品ユーザー登録 購入し た製品をオン ラ イ ンで

ご登録いただけます。 

サポー ト と ダウンロー ド Avid の 「カス タマー ・

サ ク セス」 （テ ク ニカルサポー ト ） では、 ソ フ ト

ウ ェ アのア ッ プデー ト やオン ラ イ ン ・ マニ ュ アル

をダウ ン ロー ド でき ます。 「互換情報」 では、 シ

ステム対応状況など を確認でき ます。 「アンサー

ベース」 では、 よ く あ る質問を検索する こ と がで

き ます。 「ユーザーカンフ ァ レ ン ス」 では、

Pro Tools のユーザー同士の情報交換ができ ます。 

ト レーニング オン ラ イ ン ・ コースで自習し た り 、

Pro Tools の認定 ト レーニング ・ セン ターで実施

し ている授業を調べてみま し ょ う 。 

製品情報 Avid 製品、 開発パー ト ナー と そのプラ

グ イ ン、 アプ リ ケーシ ョ ン、 ハー ド ウ ェ アに関す

る情報が得られます。 デモ ・ ソ フ ト ウ ェ アのダウ

ン ロー ド もでき ます。 

ニュース 「ニ ュース」 には、 Digidesign か らの

新のお知らせを掲載し ています。 「イベン ト 」 で

は、 Pro Tools デモン ス ト レーシ ョ ンへの参加申

込ができ ます。
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第 2 章

HD OMNI の概要

こ の章では、 HD OMNI のフ ロ ン ト パネル と バッ クパネルの機能を説明し ます。 
HD OMNI のフ ロン ト パネル

初めて Pro Tools|HD システムを イ ン ス ト ールする方は、 「Pro Tools|HD ユーザー ・ ガイ ド」 を

読んでシステムのイ ン ス ト ール と設定を行って く だ さい。 HD OMNI を既存のシステムへ追加

する場合は、 「拡張システム ・ ガイ ド」 をお読み く ださい。
HD OMNI のフ ロン ト パネル
電源スイ ッ チ と LED リ ング

このボタ ンは HD OMNI をオン またはオフにし ま

す。 

HD OMNI の電源を入れる と 、 電源ボタ ンの周 り

の LED リ ングが緑色に点灯し、 黄色に点滅し、

緑色に戻 り ます。 

LED リ ングは、 Pro Tools が起動し ていない場合

は黄色にな り ます。 LED リ ングは、 Pro Tools が起

動し ている と きのみ緑色に点灯し ます。
CH1 と CH2 のイ ンプ ッ ト

フ ロ ン ト パネルのチャ ンネル 1 （CH1） と チャ ン

ネル 2 （CH2） のイ ンプ ッ ト は、 マ イ ク と楽器用

の XLR と 1/4 イ ンチ TRS 兼用イ ンプ ッ ト です。 

マイ ク の接続には XLR を、 楽器の接続には 1/4

イ ンチを使用し て く ださ い。
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プ リ アンプのコ ン ト ロール

フ ロ ン ト パネルのチャ ンネル 1 と チャ ンネル 2 の

イ ンプ ッ ト は、 マ イ ク と楽器用の高品質のプ リ ア

ンプを備えています。 これらの 2 つのチャ ンネル

のプ リ アンプは、 1 つのチャ ンネルのパラ メ ータ

に対する変更が も う 1 つのチャ ンネルにも適用さ

れる よ う リ ン ク でき ます （これはステレオ ・ ソー

スの場合に便利です）。 リ ン ク されていない と き

は、 各プ リ アンプのパラ メ ータ を個別に設定でき

ます。

イ ンプ ッ ト ・ タ イプ チャ ンネル 1 と 2 のイ ン

プ ッ ト に対し て [MIC]、 [LINE]、 または [INST] が

選択でき ます。 それぞれの LED が、 どのオプ

シ ョ ンが選択されているかを示し ます。 

[MIC] を選択する と 、 チャ ンネル 1 と 2 のイ ン

プ ッ ト 用にバッ クパネルの [MICROPHONE] イ ン

プ ッ ト が使用されます。 ただし、 フ ロ ン ト パネル

の [CH1] または [CH2] に XLR ケーブルが接続さ

れている場合は、 フ ロ ン ト パネルの接続が優先さ

れます。 フ ロ ン ト パネルのコネ ク タから XLR ケー

ブルを取 り 外す と、 バッ クパネルのマイ ク接続が

回復し ます。

[LINE] を選択する と 、 バッ クパネルの [LINE IN 1]

と [LINE IN 2] の 1/4 イ ンチ TRS イ ンプ ッ ト が使

用されます。 

[INST] を選択する と、 フ ロ ン ト パネルの 1/4 イ ン

チ TRS イ ンプ ッ ト が使用されます。 

CH 1 と CH 2 の MIC/LINE/DI イ ンプ ッ ト と プ リ アン
プのコ ン ト ロール
HD OMNI ガイ ド
[Link 1 & 2] がオフの と きは、 [PREAMP] エン コー

ダを押し てチャ ンネルを選択する こ と によ って、

チャ ンネル 1 と 2 のイ ンプ ッ ト ・ タ イプを個別に

オン （またはオフ） にでき ます。

PAD チャ ンネル 1 と チャ ンネル 2 のイ ンプ ッ ト に

対し て –20 dB のパッ ド をオン （またはオフ） に

し ます。 パッ ド をオンにする と 、 [PAD] ボタ ンの

LED が点灯し ます。 

[Link 1 & 2] がオフの と きは、 [PREAMP] エン コー

ダを押し てチャ ンネルを選択する こ と によ って、

チャ ンネル 1 と 2 のパッ ド を個別にオン （または

オフ） にでき ます。

48V チャ ンネル 1 と チャ ンネル 2 の XLR イ ン

プ ッ ト に対し て 48V フ ァ ン タ ム電源をオン （また

はオフ） にし ます。 フ ァ ン タ ム電源がオンにな る

と 、 [48V] ボタ ンの LED が点灯し ます。 イ ンプ ッ

ト ・ タ イプが [MIC] に設定されている と きのみ、

手動で 48V オプシ ョ ンをオン またはオフにでき ま

す。 別のイ ンプ ッ ト ・ タ イプ （[LINE] など） へ切

り 替えた と き も、 引き続き フ ァ ン タ ム電源は

[MIC] チャ ンネルへ供給されます。

イ ンプ ッ ト ・ タ イプを [LINE] へ設定する

と、 プ リ アンプはバイパス されます。 ま

た、 [LINE] を選択し た と き [MIC/INST]

イ ンプ ッ ト 用のプ リ アンプはレベルを変

えないので、 簡単に [MIC] イ ンプ ッ ト や

[INST] イ ンプ ッ ト へ戻せます。

一部の楽器 （ギ ターやベースなど） で

[INST] イ ンプ ッ ト を使用する と きは、

イ ンプ ッ ト でのク リ ッ ピングを防ぐた

めパッ ド をオンにし た方がよい場合が

あ り ます。



[Link 1 & 2] がオフの と きは、 [PREAMP] エン コー

ダを押し てチャ ンネルを選択する こ と によ って、

チャ ンネル 1 と 2 の [48V] を個別にオン （または

オフ） にでき ます。

ハイパス ・ フ ィ ルタ チャ ンネル 1 と チャ ンネル 2

のイ ンプ ッ ト に対し て、 85 Hz でロールオフ を開

始する 12 dB/ オ ク ターブのハイパス ・ フ ィ ルタ

をオン （またはオフ） にし ます。 ハイパス ・ フ ィ

ルタがオンにな る と 、 ハイパス ・ フ ィ ルタ ・ ボタ

ンの LED が点灯し ます。 イ ンプ ッ ト ・ タ イプを

[LINE] へ設定し た と きは、 こ のオプシ ョ ンは使用

でき ません。 

[Link 1 & 2] がオフの と きは、 [PREAMP] エン コー

ダを押し てチャ ンネルを選択する こ と によ って、

チャ ンネル 1 と 2 のハイパス ・ フ ィ ルタ を個別に

オン （またはオフ） にでき ます。

位相反転 フ ロ ン ト パネルのチャ ンネル 1 と チャ

ンネル 2 のイ ンプ ッ ト の位相を反転し ます。 こ の

オプシ ョ ンをオンにする と 、 位相反転ボタ ンの

LED が点灯し ます。 

[Link 1 & 2] がオフの と きは、 [PREAMP] エン コー

ダを押し てチャ ンネルを選択する こ と によ って、

チャ ンネル 1 と 2 の位相反転を個別にオン （また

はオフ） にでき ます。

PREAMP デ ィ スプレ イ ゲイ ン値 （+10 ～ +65 dB）

を表示し ます。

[Link 1 & 2] がオフの と きは、 [PREAMP] エン コー

ダを押し てチャ ンネルを選択する こ と によ って、

チャ ンネル 1 （P1） と チャ ンネル 2 （P2） のゲイ

ンを個別に増減でき ます。

XLR ケーブルをフ ロ ン ト パネルのイ ン

プ ッ ト へ接続する と （またはイ ンプ ッ ト

から取 り 外すと）、 フ ァ ン タ ム電源は自動

的にオフにな り ます （フ ァ ン タ ム電源が

オンの場合）。
PREAMP エン コーダ [MIC] と [INST] のイ ンプ ッ

ト ・ ゲイ ンの調整 （エン コーダを回す） と 、 2 つ

のチャ ンネルのプ リ アンプのコ ン ト ロールの切 り

替え （エン コーダを押す） を行います。 エン コー

ダを押す と、 P1 （チャ ンネル 1） と P2 （チャ ンネ

ル 2） が切 り 替わ り ます。 エン コーダを時計回 り

に回す と 、 選択し たチャ ンネルのイ ンプ ッ ト ・ ゲ

イ ンが上が り 、 反時計回 り に回す と 下が り ます

（+10 ～ +65 dB）。 ゲイ ンは 1 dB 単位で調整でき ま

す。

LINK 1 & 2 フ ロ ン ト パネルのチャ ンネル 1 と チャ

ンネル 2 のイ ンプ ッ ト を リ ン ク （または リ ン ク解

除） し ます。 こ のオプシ ョ ンをオンにする と 、

[Link 1 & 2] ボタ ンの LED が点灯し ます。 2 つの

チャ ンネルを リ ン ク し た と き、 チャ ンネル 1 と 2

のレベルが異な る場合は、 どち らかのレベルが下

限または上限 （+10 または +65） に達する までそ

の差が維持されます。 1 つのチャ ンネルが下限ま

たは上限に達し た後も、 引き続き も う 1 つのチャ

ンネルのレベルを調整する こ と はでき ますが、 2

つのチャ ンネルのレベルの差は維持されな く な り

ます。

INSERT バッ クパネルのチャ ンネル 1 と チャ ンネ

ル 2 のイ ンプ ッ ト ・ ペア と ア ウ ト プ ッ ト ・ ペアへ

接続し たハー ド ウ ェ ア ・ イ ンサー ト の リ ターンを

オン （またはオフ） にし ます。 セン ド は常にア ク

テ ィ ブです。

[Link 1 & 2] がオフの と きは、 [PREAMP] エン コー

ダを押し てチャ ンネルを選択する こ と によ って、

チャ ンネル 1 と 2 のイ ンサー ト を個別にオン （ま

たはオフ） にでき ます。

プ リ アンプの信号パス

フ ロ ン ト パネルのチャ ンネル 1 と チャ ンネル 2 の

イ ンプ ッ ト は、 以下の信号パス を使用し ます。

入力信号 > パッ ド > プ リ アンプ >HPF> イ ン

サー ト > リ ミ ッ ター >ADC> 位相反転
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同期とサンプルレー ト の LED

同期モー ド LED

同期モード の LED は、 Pro Tools の [ ハー ド ウ ェ

ア設定 ] （23 ページの 「Pro Tools のハード ウ ェ ア

設定」 参照） または HD OMNI の設定モード （48

ページの 「ク ロ ッ ク ・ ソース （[CLOCK]）」 参照）

で設定されている現在の ク ロ ッ ク ・ ソース を示し

ます。 

INT (Internal) セ ッ シ ョ ンのサンプルレー ト に従っ

て、 HD I/O の内部水晶発信器によ ってサンプ

ル ・ ク ロ ッ ク が生成される こ と を示し ます。

EXT (External) HD OMNI がシステムの同期に外部

ク ロ ッ ク ・ イ ン ・ ポー ト （デジ タル ・ ソース） を

使用する こ と を示し ます。 

同期とサンプルレー ト の LED
HD OMNI ガイ ド
ワード ・ ク ロ ッ クへ同期する と きは、 外部ク ロ ッ

ク のイ ンプ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト のレー ト がワー

ド ・ ク ロ ッ ク と 同じであ る必要はあ り ません。 

44.1 kHz と 48 kHz では、 外部ク ロ ッ ク ・ イ ンの

同期は現在のセ ッ シ ョ ンのサンプルレー ト （1x）

で行われます。 ただし、 48 kHz よ り 高いサンプル

レー ト では、 以下の通 り 44.1 kHz または 48 kHz

を基本レー ト と し て 1x、 2x、 または 4x を生成で

き ます。

セ ッ シ ョ ンのサンプ
ルレー ト

ワー ド ク ロ ッ ク対応

44.1 kHz 44.1 kHz

48 kHz 48 kHz

88.2 kHz 88.2 kHz

44.1 kHz

96 kHz 96 kHz

48 kHz

176.4 kHz 176.4 kHz

44.1 kHz

192 kHz 192 kHz

48 kHz

ワード ク ロ ッ ク の基本レー ト は Pro Tools

の [ ハード ウ ェア設定 ] でのみ設定でき

ます。

[EXT]LED が点滅し ている場合は、

HD OMNI は外部同期し ていません。 HD 

OMNI が正しいク ロ ッ ク ・ ソースから同

期信号を受信し ているか確認し て く ださ

い。



LOOP HD OMNI が、 Loop Sync を使って別の

Pro Tools|HD オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースへ同

期し ている こ と を示し ます。

MST (Loop Master) どの Pro Tools オーデ ィ オ ・ イ

ン ターフ ェースがマス ター機器かを示し ます。 

ループ ・ マス ター LED は、 現在のループ ・ マス

ター機器でのみ点灯し、 他の機器では点灯し ませ

ん。 （ループ ・ マス ターにでき る Pro Tools オー

デ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースは 1 つだけです。） ルー

プ ・ マス ター LED は、 常に 1 つのイ ン ター

フ ェースで点灯し ます。

Pro Tools|HD システムでは、 Pro Tools|HD コ ア ・

カー ドへ接続された 初の Pro Tools オーデ ィ

オ ・ イ ン ターフ ェースがループ ・ マス ターにな り

ます。

サンプルレー ト の LED

これらの LED は、 以下の通 り HD OMNI の内部水

晶発信器の現在のサンプルレー ト を示し ます。 

44.1 kHz、 48 kHz、 88.2 kHz、 96 kHz、

176.4 kHz、 または 192 kHz です。 サンプルレー ト

は、 新規セ ッ シ ョ ンを作成する と きに Pro Tools

で設定でき ます。 セ ッ シ ョ ンが開いていない と き

は、 [ ハー ド ウ ェ ア設定 ] （23 ページの

「Pro Tools のハー ド ウ ェ ア設定」 参照） ダ イ ア ロ

グまたは [ プレ イバッ ク エンジン ] ダ イ ア ロ グで

設定でき ます。 Pro Tools が起動し ていない場合

は、 設定モー ド でサンプルレー ト を設定する こ と

も でき ます （47 ページの 「内部サンプルレー ト

（[SRATE]）」 参照）。

メ ーター

これらの 5 セグ メ ン ト LED は、 イ ンプ ッ ト ・

チャ ンネル 1–8 またはア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル

1–8 の信号レベルを示し ます。 これらの メ ーター

は、 それぞれ –42 dB、 –18 dB、 –12 dB、 –6 dB、

0 dB でキ ャ リ ブレー ト されています。 [0 dB] セグ
メ ン ト は、 [IN] または [OUT] のどち らが選択され

ているかによ って、 イ ンプ ッ ト またはア ウ ト プ ッ

ト で ク リ ッ ピ ングが発生し た と きに赤 く 点灯し ま

す。

IN/OUT ボタ ン メ ーターがイ ンプ ッ ト ・ チャ ンネ

ルの信号レベルを表示するか、 またはア ウ ト プ ッ

ト ・ チャ ンネルの信号レベルを表示するかを切 り

替えます。

[IN] LED メ ーターが Pro Tools の [ ハード ウ ェ ア

設定 ] でアサイ ン し た イ ンプ ッ ト ・ チャ ンネルの

信号レベルを表示し ている こ と を示し ます。

[OUT] LED メ ーターが Pro Tools の [ ハード ウ ェ

ア設定 ] でアサイ ン し たア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネ

ルの信号レベルを表示し ている こ と を示し ます。

イ ンプ ッ ト / アウ ト プ ッ ト のメ ーター

フ ロ ン ト パネルの メ ーターは、 Pro Tools

の [ ハード ウ ェア設定 ] でアサイ ン し た

アナロ グ / デジ タルの 8 つのイ ンプ ッ ト

またはアウ ト プ ッ ト のみを表示し ます。 

アサイ ン されていないチャ ンネルは、 フ

ロ ン ト パネルの メ ーターには表示されま

せん。 ア ウ ト プ ッ ト の メ ーターは、

Pro Tools のア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネルの

信号レベルのみ表示し ます。 ダ イ レ ク ト ・

モニタ リ ングの信号レベルは表示し ませ

ん。

HD OMNI の メ ーター 0 の信号は必ずし も

ク リ ッ プ と は限 り ません。 信号がク リ ッ プ

し ているかど う かは Pro Tools の画面の

メ ーターで確認し て く ださい。
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モニ ターのコ ン ト ロール

HD OMNI では、 モ ノ から 7.1 サラ ウ ン ド までのモ

ニ タ リ ングが行えます。 フ ロ ン ト パネルの

[MONITOR] コ ン ト ロールを使ってモニ タ リ ング ・

パス を選択し、 モニ タ リ ング ・ レベルを調整し て

く だ さい。 以下のモニ タ リ ング ・ オプシ ョ ンが設

定でき ます。

･ コ ン ト ロール ・ ルーム ・ ア ウ ト プ ッ ト

（Pro Tools で設定し た MAIN と ALT）

･ MUTE、 ALT、 CUE をヘッ ド フ ォ ンへ

･ ヘッ ド フ ォ ン ・ ア ウ ト プ ッ ト

･ SETUP

SETUP 設定モー ド をオン （またはオフ） にし ま

す。 セ ッ ト ア ッ プ ・ モード にする と 、 [SETUP] ボ

タ ンの LED が点灯し ます （設定モード について

詳し く は、 Chapter 5, ﾒ設定モードﾓを参照）。

CUE ヘッ ド フ ォ ンへ送られる Pro Tools の専用ス

テレオ ・ キ ュー ・ ミ ッ ク ス をオン （またはオフ）

にし ます。 オンにする と 、 [CUE] ボタ ンの LED が

点灯し ます。 [CUE] をオフにする と 、 ヘッ ド フ ォ

ンはコ ン ト ロール ・ ルームのア ウ ト プ ッ ト と同じ

ミ ッ ク ス をモニ ターし ます （41 ページの

「キ ュー 1–2」 も参照）。

モニ ターのコ ン ト ロールとヘ ッ ド フ ォ ン ・ ジ ャ ッ ク

Pro Tools での HD OMNI を使ったモニタ

リ ングの設定について詳し く は、 27 ペー

ジの 「モニター」 をお読み く だ さい。
HD OMNI ガイ ド
ALT コ ン ト ロール ・ ルームのア ウ ト プ ッ ト ・ パス

を [MAIN] または [ALT] へ切 り 替えます。 コ ン ト

ロール ・ ルームのア ウ ト プ ッ ト を [ALT] へアサイ

ンする と LED が点灯し、 コ ン ト ロール ・ ルーム

のア ウ ト プ ッ ト を [MAIN] へアサイ ンする と LED

が消えます。 [ALT] ボタ ンを押し続ける と、 ALT

ト リ ム ・ モー ド にな り ます （44 ページの 「アナ

ロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ ト リ ム （[OUTTRIM]）」 参

照）。 

MUTE ア ク テ ィ ブな コ ン ト ロール ・ ルームのア ウ

ト プ ッ ト [MAIN] または [ALT] を ミ ュー ト （また

は ミ ュー ト 解除） し ます。 ミ ュー ト をオンにする

と 、 LED が点灯し ます。

MONITOR エン コーダ [MAIN]、 [ALT]、 ヘッ ド

フ ォ ン ・ ア ウ ト プ ッ ト を選択し、 そのア ウ ト プ ッ

ト ・ レベルを調整し ます。 ALT ト リ ム ・ モード で

ト リ ム値を入力し た り 、 設定モー ド を操作する こ

と もでき ます。 エン コーダを押すと 、 コ ン ト ロー

ル ・ ルーム （CR） と ヘッ ド フ ォ ン （HP） を切 り

替え られます。 

設定モード では、 エン コーダを押す と設定の選択

と 確定が行えます。 設定モー ド について詳し く は、

Chapter 5, ﾒ設定モー ド . ﾓをお読み く だ さ い。

MONITOR デ ィ スプレ イ 操作されている ア ウ ト

プ ッ ト と 、 そのパラ メ ータの値を表示し ます。

･ [CR] = コ ン ト ロール ・ ルームのレベル

（[MAIN] または [ALT] のいずれか）

･ [HP] = ヘッ ド フ ォ ンのレベル

HD OMNI の電源をオンまたはオフにする

と きは、 Pro Tools で設定し たコ ン ト ロー

ル ・ ルームのアウ ト プ ッ ト を保護するた

め ミ ュー ト が一時的に適用されます。

[MUTE] ボタ ンは、 ヘッ ド フ ォ ン ・ アウ

ト プ ッ ト へは作用し ません。 



HEADPHONE ジャ ッ ク

HD OMNI は、 フ ロ ン ト パネルにステレオの 1/4

イ ンチ ・ ヘッ ド フ ォ ン ・ ジ ャ ッ ク を 1 つ備えてい

ます。 ヘッ ド フ ォ ン ・ ジ ャ ッ クへのア ウ ト プ ッ ト

は、 選択し たコ ン ト ロール ・ ルームのモニ タ リ ン

グ ・ パスのステレオ ・ チャ ンネルの反映か、

Pro Tools の [ キ ュー 1–2] 専用ア ウ ト プ ッ ト のい

ずれかにな り ます （41 ページの 「キ ュー 1–2」 参

照）。 

ヘッ ド フ ォ ンのレベルは [MONITOR] エン コーダ

を使って操作し ます （10 ページの 「モニ ターの

コ ン ト ロール」 参照）。

HD OMNI のヘッ ド フ ォ ン ・ ア ウ ト プ ッ ト からは、

ステレオよ り チャ ンネル数が多いフ ォーマ ッ ト の

セ ッ シ ョ ンを以下の 2 つの方法でモニ ターでき ま

す。 左チャ ンネル と右チャ ンネルだけを送るか、

またはステレオよ り チャ ンネル数が多いフ ォー

マ ッ ト を ステレオへフ ォール ド ・ ダ ウ ン し ます。 

た と えば、 5.1 モニ ター ・ フ ォーマ ッ ト では、

フ ォール ド ・ ダ ウ ンを行わなければ左チャ ンネル

と右チャ ンネルだけがヘッ ド フ ォ ンか ら聴こ えま

す。 フ ォール ド ・ ダウ ンを行 う と、 すべてのチャ

ンネルがステレオへ分散されてヘッ ド フ ォ ンから

聴こ えます。 

マルチチャ ンネル ・ モニ タ リ ングの設定 と ヘッ ド

フ ォ ン ・ モニ タ リ ングでのフ ォール ド ・ ダ ウ ンの

オン またはオフは、 Pro Tools の [ ハー ド ウ ェ ア設

定 ] ダ イ ア ロ グで行います （詳し く は 27 ページ

の 「モニ ター」 参照）。

HD OMNI のヘッ ド フ ォ ン ・ ア ウ ト プ ッ ト

は、 +3 dBV で 600 オームのヘッ ド フ ォ ン

が使用でき ます。
第 2 章 : HD OMNI の概要 11
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HD OMNI のバッ クパネル

HD OMNI のバッ クパネルには、 以下の機能があ り ます。
HD OMNI ガイ ド
HD OMNI のバッ クパネル
アナログ ・ イ ンプ ッ ト

HD OMNI は、 サンプルレー ト 大 192 kHz 対応

の 24 ビ ッ ト の A/D コ ンバータ を使って、

Pro Tools への 4 チャ ンネルのアナロ グ ・ イ ン

プ ッ ト を提供し ます。 チャ ンネル 1 と 2 はフ ロ ン

ト パネルのイ ンプ ッ ト （マ イ ク用 XLR または楽

器用 1/4 イ ンチ TRS）、 バッ クパネルの

[MICROPHONE 1] と [MICROPHONE 2] のイ ン

プ ッ ト （XLR）、 またはバッ クパネルの [LINE IN 

1] と [LINE IN 2] のイ ンプ ッ ト （1/4 イ ンチ TRS）

からにな り ます。 チャ ンネル 3 と 4 は、 常にバッ

クパネルの [LINE IN 3] と [LINE IN 4] のイ ンプ ッ

ト か らにな り ます。

MICROPHONE 1/2

HD OMNI は、 バッ クパネルに 2 つのマイ ク ・ イ

ンプ ッ ト （XLR） を備えています。 これらの 2 つ

のイ ンプ ッ ト は、 フ ロ ン ト パネルから操作でき る

プ リ アンプを通し てルーテ ィ ング されます。 

バッ クパネルのアナログ ・ イ ンプ ッ ト
[MICROPHONE 1] と [MICROPHONE 2] は、 フ ロ

ン ト パネルでイ ンプ ッ ト ・ タ イプを [MIC] に設定

し た と きに使用でき ます。 フ ロ ン ト パネルでイ ン

プ ッ ト ・ タ イプを [MIC] に設定し、 フ ロ ン ト パネ

ルのチャ ンネル 1 または 2 へマイ ク を接続する

と 、 これに対応するバッ クパネルのイ ンプ ッ ト は

バイパス されます。

SEND 1/2 と RTN 1/2

HD OMNI は、 2 系統のハード ウ ェ ア ・ セン ド＆ リ

ターンを備えています。 チャ ンネル 1 と 2 で選択

し た イ ンプ ッ ト （[MIC]、 [LINE]、 または [INST]）

は、 バッ クパネルにあ るハード ウ ェ ア ・ セン ド＆

リ ターンを通し てルーテ ィ ングでき ます。 これに

よ って、 信号の入力段階でお気に入 り のア ウ ト

ボード ・ ギア （コ ンプレ ッ サーや EQ など） を使

用でき ます。 ハード ウ ェ ア ・ セン ド＆ リ ターン

は、 パッ ド、 プ リ アンプ、 ハイパス ・ フ ィ ルタの

後で、 リ ミ ッ ター回路の 「ソ フ ト ・ ク リ ッ プ」 や

「カーブ」 と AD コ ンバータの前にな り ます。

セン ド＆ リ ターン 1 はチャ ンネル 1 へ、 セン ド＆

リ ターン 2 はチャ ンネル 2 へハー ド ウ ェ アを挿入

し ます。 フ ロ ン ト パネルの [INSERT] を選択 （また

は選択解除） する と 、 ハー ド ウ ェ ア ・ イ ンサー ト

がオン （またはオフ） にな り ます。 セン ド は常に

ア ク テ ィ ブです。



LINE IN 1–4

HD OMNI は、 4 つのラ イ ン ・ レベルの 1/4 イ ンチ

TRS イ ンプ ッ ト を備えています。 [LINE IN 1] と

[LINE IN 2] は、 フ ロ ン ト パネルでイ ンプ ッ ト ・ タ

イプを [LINE] に設定し た と きに使用でき ます。

アナログ ・ アウ ト プ ッ ト

TRS OUT 1/2

HD OMNI は、 アナロ グ ・ ア ウ ト 1 と 2 またはア

ナロ グ ・ ア ウ ト 7 と 8 をモニ ターする ための 2 つ

の 1/4 イ ンチ TRS ア ウ ト プ ッ ト を備えています。 

これは、 Pro Tools の [ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア

ロ グの [ アナロ グ ア ウ ト ] タブ （26 ページの 「ア

ナロ グ ・ ア ウ ト 」 参照） または HD OMNI の設定

モー ド （45 ページの 「TRS ア ウ ト プ ッ ト ・ ミ ラー

（[TRSOUT]）」 参照） で設定でき ます。

ANALOG OUT 1–8

HD OMNI は、 8 チャ ンネルのアナロ グ ・ オーデ ィ

オ ・ ア ウ ト プ ッ ト 用 DB-25 コネ ク タ を備えてい

ます。 これらのバラ ン ス型ア ウ ト プ ッ ト は、

+10 dBu （ス ピーカー ・ レベル） または +24 dBu

（ラ イ ン ・ レベル） で動作し ます。 ア ウ ト プ ッ ト ・

レベルは、 Pro Tools の [ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ

ア ロ グの [ アナロ グ ア ウ ト ] タブで設定でき ます

（26 ページの 「アナロ グ ・ ア ウ ト 」 参照）。

バッ クパネルのアナログ TRS アウ ト プ ッ ト 、 アナロ
グとデジ タル （AES/EBU） の DB-25 アウ ト プ ッ ト

アナロ グの DB-25 コネ ク タのピンアウ

ト ・ ダ イ アグ ラ ムは付録 , 「DB-25 コネ

ク タのピンアウ ト のダ イ アグ ラ ム」 参照。
デジ タルのイ ンプ ッ ト と アウ ト プ ッ
ト

AES EBU OUT 1–8

HD OMNI は、 8 チャ ンネルの AES/EBU ア ウ ト

プ ッ ト 用 DB-25 コネ ク タ を １ つ備えています。 各

ペア ・ チャ ンネルはバラ ン ス型の 3 芯線の信号

で、 シングル ・ ワ イヤー ・ モード でサンプルレー

ト 192 kHz に対応し ています。 

AES/EBU INPUT

HD OMNI は、 ステレオの AES/EBU イ ンプ ッ ト

（XLR） を 1 つ備えています。 AES/EBU イ ンプ ッ

ト は、 AES シングル ・ ワ イヤーを使って 大

192 kHz のサンプルレー ト に対応し ています。

S/PDIF IN/OUT （同軸）

HD OMNI は、 ステレオの S/PDIF デジ タル ・ デー

タ ・ ス ト リ ームのイ ンプ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト 用

RCA ジ ャ ッ ク を備えています。 S/PDIF は、 大

24 ビ ッ ト / サンプルレー ト 192 kHz に対応し てい

ます。

バッ クパネルのデジ タルのイ ンプ ッ ト と アウ ト プ ッ
ト

AES/EBU の DB-25 コネ ク タのピンアウ

ト ・ ダ イ アグ ラ ムは付録 , 「DB-25 コネ

ク タのピンアウ ト のダ イ アグ ラ ム」 参照。

データの完全性を維持し、 ジ ッ タ を 小

限にするため、 S/PDIF 接続には 75 オー

ムの同軸ケーブルのみ使用し て く ださい。 
第 2 章 : HD OMNI の概要 13
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OPTICAL イ ン / アウ ト （1/2）

HD OMNI は、 8 チャ ンネルのオプテ ィ カル

（TOSLINK） のイ ンプ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト を 2

セ ッ ト 備えています。 HD OMNI のオプテ ィ カル

I/O は、 サンプルレー ト 大 192 kHz/ 大 24

ビ ッ ト のオーデ ィ オに対応し ています。 使用でき

るオプテ ィ カルのイ ンプ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト の

チャ ンネル数は、 以下の通 り サンプルレー ト に

よ って異な り ます。

ADAT オプテ ィ カル

サンプルレー ト 44.1 kHz と 48 kHz では、 オプ

テ ィ カル ・ ポー ト A が 8 チャ ンネルのオーデ ィ

オ ・ イ ンプ ッ ト と オーデ ィ オ ・ ア ウ ト プ ッ ト を提

供し ます。 オプテ ィ カル ・ ポー ト B のイ ンプ ッ ト

は使用し ませんが、 ア ウ ト プ ッ ト はオプテ ィ カ

ル ・ ポー ト A （チャ ンネル 1–8） を反映し ます。

S/MUX 2

サンプルレー ト 88.2 kHz と 96 kHz （S/MUX 2）

では、 各オプテ ィ カル ・ ポー ト が 4 チャ ンネルの

オーデ ィ オを提供し ます。 [Optical In/Out 1] が

チャ ンネル 1-4 を送受信し、 [Optical In/Out 2] が

チャ ンネル 5–8 を送受信し ます。

S/MUX 4

サンプルレー ト 176.4 kHz と 192 kHz （S/MUX 4）

では、 各オプテ ィ カル ・ ポー ト が 2 チャ ンネルの

オーデ ィ オを提供し ます。 [Optical In/Out 1] が

チャ ンネル 1-2 を送受信し、 [Optical In/Out 2] が

チャ ンネル 3-4 を送受信し ます。

オプテ ィ カル （S/PDIF）

オプテ ィ カル I/O ポー ト は、 サンプルレー ト 大

96 kHz で 2 チャ ンネルのオプテ ィ カル S/PDIF の

イ ンプ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト に も使用でき ます。 HD 

OMNI は、 サンプルレー ト 176.4 kHz と 192 kHz

S/MUX を使用する と きは、 初のオプ

テ ィ カル ・ ポー ト だけが外部ク ロ ッ クへ

の同期に使用でき ます。
HD OMNI ガイ ド
で使用中は 2 チャ ンネルのオプテ ィ カル S/PDIF

を受信でき ますが、 サンプルレー ト 変換 （SRC）

が自動的にオンにな り ます。 [ オプテ ィ カル

（S/PDIF） ] オプシ ョ ンは、 Pro Tools の [ ハード

ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グで選択でき ます。

光パイプ対応機器について

光パイプは、 Alesis 社が開発し た 8 チャ ンネル ・

オプテ ィ カル ・ デジ タル ・ オーデ ィ オ接続用の規

格です。 光パイプは、 オプテ ィ カル ・ デッ キ

（ADAT）、 モジ ュ ラー ・ デジ タル ・ マルチ ト ラ ッ

ク （MDM）、 サウ ン ド ・ カード、 A/D コ ンバータ

や D/A コ ンバータ、 デジ タル ・ コ ン ソールなど

多 く の機器で使用されています。 

DigiLink Mini ポー ト

プ ラ イマ リ ・ ポー ト

プラ イマ リ ・ ポー ト は、 HD OMNI と

Pro Tools|HD システムの接続に使います。 接続は

DigiLink Mini/DigiLink アダプタ ・ ケーブル （付属）

で行います。

プラ イマ リ ・ ポー ト は Pro Tools|HD カー ド と の間

で 大 32 チャ ンネルの送受信を行います。 チャ ン

ネル 17–32 （ア ク テ ィ ブな場合） は、 拡張ポー ト

へ送られます。 ただし、 HD OMNI が提供でき る イ

ンプ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト は 大 8 チャ ンネルで

す。 

複数のイ ン ターフ ェース を持つシステムで HD 

OMNI を使用する と きは、 HD OMNI が

Pro Tools|HD カー ドへ直接接続されているか、 ま

た HD OMNI が別の Pro Tools|HD 機器 （HD I/O

など） の拡張ポー ト に接続されているかによ っ

て、 HD OMNI は Pro Tools のチャ ンネル 1–8 また

は 17–24 の 8 チャ ンネルのイ ンプ ッ ト と ア ウ ト

プ ッ ト を提供し ます。



DigiLink Mini ケーブルの長さの仕様

DigiLink Mini ケーブルには 6 通 り の長さ があ り ま

す。 

･ 18” （0.46m）、 イ ン ターフ ェースに付属

･ 12’ (3.6m)

･ 25’ (7.62m) 

･ 50’ （15.25m）、 192 kHz のセ ッ シ ョ ンに対す

る 大長 （別売）

･ 100’ （30.5m）、 96 kHz のセ ッ シ ョ ンに対する

大長 （別売）

･ 200’ （61m）、 48 kHz のセ ッ シ ョ ンに対する

大長 （別売）

DigiLink/DigiLink Mini アダプ タ ・ ケーブル

HD OMNI と Pro Tools|HD カー ド の接続は、

DigiLink/DigiLink Mini アダプタ ・ ケーブルを使っ

て行います。 DigiLink/DigiLink Mini アダプタ ・

ケーブルは、 レガシー HD 機器 （192 I/O など）

を HD OMNI の拡張ポー ト へ接続する と き も使い

ます。

DigiLink/DigiLink Mini アダプタ ・ ケーブルには 2

種類あ り ます。

･ 12” （0.3 m） DigiLink の メ スから DigiLink 

Mini のオスへ接続、 各イ ン ターフ ェースに

付属

･ 12” （0.3 m） DigiLink Mini の メ スか ら

DigiLink のオスへ接続

DigiLink Mini ケーブル と DigiLink/DigiLink 

Mini ケーブルについて詳し く は、 Avid の

ウ ェブサイ ト （www.avid.com） をご覧 く

ださい。
拡張ポー ト

拡張ポー ト を使 う と 、 HD OMNI へ Pro Tools|HD

オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェース を増設でき ます。 

拡張ポー ト は、 増設し たオーデ ィ オ ・ イ ン ター

フ ェース と の間でチャ ンネル 17–32 の送受信を行

います。

こ のポー ト は、 HD OMNI が Pro Tools|HD カード

へ接続されている と きだけ使用でき ます （HD 

OMNI が別のオーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースの拡

張ポー ト へ接続されている と きは使用でき ませ

ん）。

Pro Tools は、 1 つのシステムに対し て 1

台の HD OMNI にのみ対応し ます。 

Pro Tools システムへ接続された余分の

HD OMNI は認識されません。
第 2 章 : HD OMNI の概要 15
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ク ロ ッ ク と同期のポー ト

WD CLK IN/OUT

ワー ド ク ロ ッ ク I/O ポー ト は標準の BNC コネ ク

タで、 ワー ド ク ロ ッ ク信号を送受信し ます。 これ

らのポー ト は、 HD HD OMNI を ワー ド ク ロ ッ ク対

応機器に同期させるために使います。

ワー ド ク ロ ッ ク ・ イ ンは、 フ ロ ン ト パネルまたは

Pro Tools の [ ハー ド ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グで ク

ロ ッ ク ・ ソース と し て選択でき ます。 ワー ド ク

ロ ッ ク ・ ア ウ ト は、 [ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア

ロ グの外部ク ロ ッ ク ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ セレ ク タ を

使って設定でき ます。

バッ クパネルのワー ド ク ロ ッ ク と Loop Sync のイ ン
と アウ ト

Loop Sync ポー ト と ワード ク ロ ッ ク ・ ポー

ト は重要な タ イ ミ ング ・ データ を送受信す

る ため、 接続には 75 オームの RG–59 ケー

ブルを使用し て く ださ い。
HD OMNI ガイ ド
Loop Sync In/Out

Loop Sync は、 複数の Pro Tools|HD 機器 （複数の

オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェース、 SYNC HD ™また

は SYNC I/O ™ と 1 つ以上のオーデ ィ オ ・ イ ン

ターフ ェース） を同期させるための専用の ク ロ ッ

ク ・ ループです。 Loop Sync は、 44.1 kHz または

48 kH のサンプルレー ト を も と にし たワー ド ク

ロ ッ ク信号を使います。 システムのサンプルレー

ト が上がる と 、 Loop Sync はそのレー ト に従って

44.1 kHz または 48 kHz のレー ト を も と に動作し

ます。 

Loop Sync のイ ン ・ ポー ト と ア ウ ト ・ ポー ト は、

1x ワー ド ク ロ ッ ク信号を出力する標準の BNC コ

ネ ク タです。 Loop Sync は、 複数の Pro Tools|HD

機器 （オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェース と

SYNC HD または SYNC I/O） を接続する と きのみ

使用し ます。

AC 電源 

こ のコネ ク タは、 標準の AC 電源ケーブル （付

属） に対応し ています。 HD OMNI は自動切換式

（100V ～ 240V） で、 標準のモジ ュ ラー ・ ケーブ

ル （IEC） を使ってどの国の AC 電源コ ンセン ト

へでも接続でき ます。
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HD OMNI を接続する
Pro Tools|HD システム

HD OMNI は、 DigiLink Mini/DigiLink ケーブル ・ ア

ダプタ を使って Pro Tools|HD カー ドへ接続し た と

き、 また別の Pro Tools|HD オーデ ィ オ ・ イ ン ター

フ ェース （HD I/O など） の拡張ポー ト へ接続し

た と き、 大 8 チャ ンネルのアナロ グ と デジ タル

の I/O を提供し ます。 

HD OMNI のバッ クパネルの拡張ポー ト または追

加の Pro Tools|HD カード を使 う と 、 Pro Tools|HD

システムへ Pro Tools|HD オーデ ィ オ ・ イ ン ター

フ ェース を増設する こ と も でき ます。 ただし、 1

つの Pro Tools|HD システムに対し て使用でき る

HD OMNI は 1 つだけです。

HD OMNI を Pro Tools|HD システムへ接続するに
は、 以下のいずれかを行います。

Pro Tools|HD カード について詳し く は、

「Pro Tools|HD ユーザー ・ ガイ ド」 をお読

み く だ さい。
･ DigiLink Mini/DigiLink ケーブル （Pro Tools|HD

システムに付属） を使って、 OMNI のプラ イマ

リ ・ ポー ト を Pro Tools|HD Accel Core カード の

DigiLink ポー ト へ接続し ます。

または

･ DigiLink Mini ケーブル （HD I/O） または

DigiLink Mini/DigiLink ケーブル （192 I、192 Digital 

I/O、 または 96 I/O） を使って、 HD OMNI のプラ

イマ リ ・ ポー ト を 1 台目の Pro Tools|HD オーデ ィ

オ ・ イ ン ターフ ェースの拡張ポー ト へ接続し ま

す。

Pro Tools|HD オーデ ィ オ ・ イ ン ター

フ ェースは、 本体の両側に通気 （冷却）

用の空間を必要と し ます。 本体の両側を

塞いだ り 、 内蔵のフ ァ ンを取 り 外し た り

し ないで く ださい。 本体をケースにラ ッ

ク マウ ン ト し ている場合は、 システムを

起動する前にケースの蓋や扉を取 り 外し

て く ださい。 そ う し なければ、 本体が急

激に加熱され、 繊細な部品を損傷する場

合があ り ます。

HD OMNI のフ ァ ンが回ら ない場合は、 モ

ニター LCD に [FANerr] が表示され、 モ

ニター LCD のバッ ク ラ イ ト が赤 く な り ま

す。 この場合は、 HD OMNI の電源を入れ

なおし てフ ァ ンを再始動し て く ださい。 

詳し く は、 51 ページの 「フ ァ ン不良モー

ド」 をお読み く ださい。
第 3 章 : HD OMNI を接続する 17
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図 1.  Pro Tools|HD Core カー ドの DigiLink ポー ト へ接続された HD OMNI （8 チャ ンネルのシステム）

12- フ ィ ー ト DigiLink Mini/ 

ProTools|HD Accel  Core カー ド

DigiLink ケーブル、または
DigiLink/DigiLink Mini
アダプ タ付き
12- フ ィ ー ト DigiLink ケーブル
追加の Pro Tools|HD オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェー
スを Pro Tools|HD システムへ接続するには ：

1  DigiLink Mini/DigiLink ケーブル（Pro Tools|HD シ

ステムに付属） を使って、 １ 台目の HD オーデ ィ

オ ・ イ ン ターフ ェースのプラ イマ リ ・ ポー ト を

Pro Tools|HD Core カー ド の DigiLink ポー ト へ接続

し ます。

2  以下のいずれかを行います。

･ 付属の 18 イ ンチ DigiLink Mini ケーブルを

使って、 2 台目の HD オーデ ィ オ ・ イ ン ター

フ ェースのプラ イマ リ ・ ポー ト を 1 台目の

HD オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースの拡張

ポー ト へ接続し ます。

または

･ DigiLink Mini/DigiLink ケーブル

（Pro Tools|HD システムに付属） を使って、 2

台目の HD オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースの

プラ イマ リ ・ ポー ト を次の Pro Tools|HD 

Accel カードへ接続し ます。

3  追加の HD オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェース を追

加の Pro Tools|HD Accel カー ドへ接続し ます。

4  必要な Loop Sync 接続を行います。

Pro Tools HD は、 1 つのシステムに対し

て 1 台の HD OMNI にのみ対応し ます。



Loop Sync を接続する

2 台以上の Pro Tools オーデ ィ オ ・ イ ン ター

フ ェース または同期機器 SYNC を使用する場合

は、 機器を正し く 同期させるため Loop Sync を接

続する必要があ り ます。 複数の Pro Tools|HD オー

デ ィ オ ・ イ ン ターフ ェース を接続する例は、 以下

の Figure 2 をご覧 く だ さ い。
Loop Sync を接続するには ：

1  オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースに付属の BNC

ケーブルを使って、 各イ ン ターフ ェースの [Loop 

Sync Out] を次のイ ン ターフ ェースの [Loop Sync 

In] へ接続 （デイ ジーチェーン） し ます。

2  後のイ ン ターフ ェースの[Loop Sync Out]を1台

目のイ ン タ－フ ェース または SYNC の [Loop Sync 

In] へ接続し ます。
図 2.  Pro Tools|HD Core カー ドの DigiLink ポー ト へ接続された HD OMNI と、 HD OMNI の拡張ポー ト へ接続され
た HD I/O。 Pro Tools|HD Accel カー ドの DigiLink ポー ト へ接続された 2 台目の HD I/O と、 2 台目の HD I/O の拡
張ポー ト へ接続された 3 台目の HD I/O。 Loop Sync （BNC） ケーブルが HD OMNI と 3 台の HD I/O すべてに接続
されている。

12- フ ィ ー ト DigiLink Mini/ ProTools|HD Core カー ド
DigiLink ケーブル

Pro Tools|HD Accel カー ド

Loop Sync ケーブル

18- イ ンチ DigiLink
Mini ケーブル
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ス タ ジオの接続例

20 ページの図 3 と 21 ページの図 4 は、 ミ キサーを使わずに、 マ イ ク、 楽器、 ハード ウ ェ ア ・ イ ンサー

ト 、 モニ ター機器を HD OMNI へ直接接続する ス タ ジオの例を示し ています。 ご覧の通 り 、 ラ イ ン ・ レベ

ルのイ ンプ ッ ト はすべてバッ クパネルにあ り ます。

HD OMNI は、 アナロ グ と AES/EBU のア ウ ト プ ッ ト 用 DB- 25 ブレーク ア ウ ト ・ コネ ク タ を備

えています。 これらのコネ ク タ用に、 Avid はい く つかの異な る DB- 25 ケーブルを販売し てい

ます。 詳し く は、 販売店に尋ねるか、 弊社のウ ェブサイ ト （www.avid.com） をご覧 く ださい。
HD OMNI ガイ ド
図 3.  HD OMNI を使ったス タ ジオの構成例、 フ ロン ト パネルの接続



図 4.  HD OMNI を使ったス タ ジオの構成例、 バッ クパネルの接続

アナログ

パワー・アンプ
と スピーカー

デジ タル・イ ンプ ッ ト / アウ ト プ ッ ト
DAT レ コーダーへ

オプテ ィ カル
イ ン / アウ ト  

ADAT へ

ハー ド ウ ェ ア・イ ンサー ト

アウ ト プ ッ ト
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第 4 章

Pro Tools で HD OMNI を設定する
Pro Tools のハー ド ウ ェ ア設定

Pro Tools と 共に HD OMNI を使用するための設定

は、 Pro Tools の [ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グ

で行います。 このダ イ ア ロ グでは、 HD OMNI の設

定モー ド （第章の 「設定モード」 参照） と 同じ設

定 （一部） を行 う こ と もでき ます。 [ ハード ウ ェ

ア設定 ] ダ イ ア ロ グには、 標準の [ メ イ ン ]、 [ ア

ナロ グ イ ン ]、 [ アナロ グ ア ウ ト ] のタブに加え

て、 HD OMNI 独自の [ モニ ター ] と [ ミ キサー ]

のタブがあ り ます。 HD OMNI 独自のハード ウ ェ ア

の設定 （ラベルを除 く ） は、 すべて HD OMNI 本

体に保存されます。

Pro Tools で HD OMNI を設定するには ：

1  [ 設定 ] （Setup） >[ ハー ド ウ ェ ア ] （Hardware） を

選択し ます。

2  ペ リ フ ェ ラルの リ ス ト か ら HD OMNI オーデ ィ

オ ・ イ ン ターフ ェース を選択し ます。

3  [ モニ ター ] （Monitor） タブを ク リ ッ ク し、 オプ

シ ョ ンを設定し ます （27 ページの 「モニ ター」

参照）。 

4  [ メ イ ン ] （Main） タブを ク リ ッ ク し、 オプシ ョ

ンを設定し ます （23 ページの 「 メ イ ン」 参照）。

[ モニター ] の設定はアウ ト プ ッ ト ・ パス

へ作用するので、 [ ハード ウ ェ ア設定 ] と

[I/O 設定 ] の他のページを設定する前に [

モニター ] の設定を行って く ださい。
5  [ アナロ グ イ ン ]（Analog In） タブを ク リ ッ ク し、

オプシ ョ ンを設定し ます （25 ページの 「アナロ

グ ・ イ ン」 参照）。

6  [ アナロ グ ア ウ ト ] （Analog Out） タブを ク リ ッ

ク し、 オプシ ョ ンを設定し ます （26 ページの

「アナロ グ ・ ア ウ ト 」 参照）。

7  [ ミ キサー ] （Mixer） タブを ク リ ッ ク し、 オプ

シ ョ ンを設定し ます （35 ページの 「 ミ キサー」

参照）。

8  他にも システムへ接続された HD オーデ ィ オ ・

イ ン ターフ ェースがあれば、 その設定を行いま

す。 

9  設定が完了し た ら、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

メ イ ン

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グの [ メ イ ン ] ペー

ジでは、 オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェース本体のど

の物理イ ンプ ッ ト と 物理ア ウ ト プ ッ ト を

Pro Tools のイ ンプ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト へルー

テ ィ ングするかを設定し ます。 こ のダ イ ア ロ グは、
第 4 章 : Pro Tools で HD OMNI を設定する 23
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Pro Tools|HD オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェース本体

のイ ンプ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト を Pro Tools の ミ キ

サーのチャ ンネルにアサイ ンするパッ チベイだ と

考えればよいでし ょ う 。

ク ロ ッ ク ・ ソース システムに対する適切な ク

ロ ッ ク ・ ソース を選択し ます。 ほ と んどの場合は、

[ 内部 ] を使用し ます。 Pro Tools を外部の ク ロ ッ

ク ・ ソースに同期させる こ と もでき ます。 

選択し たデジ タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ フ ォーマ ッ ト

によ って、 以下の ク ロ ッ ク ・ ソース ・ オプシ ョ ン

があ り ます。 [ 内部 ]、 [AES/EBU]、 [S/PDIF]、 [ オ

プテ ィ カル (S/PDIF)]、 [ADAT 1–8] （44.1 kHz と

48 kHz）、 [ADAT S/MUX 1–8] （88.2 kHz と

96 kHz）、 [ADAT S/MUX 1–4] （176.4 kHz と

192 kHz）、 [ ワー ド ク ロ ッ ク ] （高いサンプルレー

ト では複数のワー ド ・ ク ロ ッ ク ・ レー ト を選択

可） です。 

サンプルレー ト  新規セ ッ シ ョ ンを作成する と き

のデフ ォル ト のサンプルレー ト を決めます。 こ の

設定は、 セ ッ シ ョ ンが開いていない と きにのみ行

えます。 セ ッ シ ョ ンが開いている と きは、 サンプ

ルレー ト は表示されますが、 変更はでき ません。

イ ンプ ッ ト  [ メ イ ン ] ページの左の Pro Tools のイ

ンプ ッ ト ・ チャ ンネル （Ch 1–2 や Ch 3–4 など）

へルーテ ィ ングする物理イ ンプ ッ ト （アナロ グ 

1–2 や ADAT 1–2 など） を選択し ます。

[ ハー ド ウ ェ ア設定 ] ダイアログ、 [ メ イ ン ] ページ
HD OMNI ガイ ド
アウ ト プ ッ ト  Pro Tools のア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ン

ネル （[ メ イ ン ] ページの左） 用に使用する物理

ア ウ ト プ ッ ト （アナロ グ 1–2、 アナロ グ 3–4、

AES/EBU 1–2 など） を選択し ます。 

ア ウ ト プ ッ ト のオプシ ョ ンは、 [ ハー ド ウ ェ ア設

定 ] の [ モニ ター ] ページの設定によ って変わ り

ます （27 ページの 「モニ ター」 参照）。

モ ノ と ステレオのモニ ター ・ パスは常に 初のア

ウ ト プ ッ ト ・ セレ ク タ （Pro Tools のア ウ ト プ ッ

ト 1–2） へアサイ ン され、 変更する こ と はでき ま

せん。 よ り 大き なフ ォーマ ッ ト のモニ ター ・ パス

は、 必要に応じ てその次のア ウ ト プ ッ ト ・ パス を

使用し ます （モニ ター ・ パスのチャ ンネル数によ

る）。

物理ア ウ ト プ ッ ト （アナロ グ 1–2 など） は、 [ モ

ニ ター ] へアサイ ン されている と きは選択でき ま

せん （[ モニ ター ] へアサイ ン された Pro Tools の

ア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネルは、 対応する物理イ ン

プ ッ ト を通し て聴こ えます）。 

デジ タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ フ ォーマ ッ ト  チャ ン

ネル 1 と チャ ンネル 2 用のデジ タル ・ イ ンプ ッ

ト ・ フ ォーマ ッ ト を選択し ます。

･ AES/EBU

･ S/PDIF

･ オプテ ィ カル （S/PDIF） — オプテ ィ カル I/O

ポー ト （デフ ォル ト では 8 チャ ンネルの

ADAT I/O） が 2 チャ ンネルの S/PDIF オプ

テ ィ カル I/O に リ セ ッ ト されます。

[ ハード ウ ェ ア設定 ] の [ メ イ ン ] タブの

[ モニター ] アウ ト プ ッ ト ・ パスへアサイ

ン されていない物理アウ ト プ ッ ト は、 注

意し ない と ス ピーカーを傷める原因にな

り ます。 フ ロ ン ト パネルの [Mute] ボタ ン

と [Monitor] エン コーダは、 アサイ ン され

たモニター ・ パスへのみ適用され、 他の

アウ ト プ ッ ト へは適用されません。



オプテ ィ カル ・ アウ ト プ ッ ト ・ フ ォーマ ッ ト  オ

プテ ィ カル ・ ア ウ ト プ ッ ト 用のデジ タル ・ ア ウ ト

プ ッ ト ・ フ ォーマ ッ ト を選択し ます。 

･ ADAT—44.1 kHz と 48 kHz で 8 チャ ンネルの

ADAT オプテ ィ カル ・ ア ウ ト プ ッ ト を提供し

ます。

･ ADAT S/MUX—88.2 kHz と 96 kHz で 8 チャ

ンネルの ADAT S/MUX オプテ ィ カル ・ ア ウ

ト プ ッ ト 、 176.4 kHz と 192 kHz で 4 チャ ン

ネルの ADAT S/MUX オプテ ィ カル ・ ア ウ ト

プ ッ ト を提供し ます。

･ オプテ ィ カル （S/PDIF） — サンプルレー ト

大 96 kHz で 2 チャ ンネルの S/PDIF オプ

テ ィ カル ・ ア ウ ト プ ッ ト を提供し ます。

サンプルレー ト 変換 選択し たデジ タル 1–2 イ ン

プ ッ ト ・ フ ォーマ ッ ト に対し て リ アルタ イ ム ・ サ

ンプルレー ト 変換をオン （またはオフ） にし ま

す。 オンにする と 、 デジ タル ・ イ ンプ ッ ト ・ ソー

スのサンプルレー ト が Pro Tools セ ッ シ ョ ンのサ

ンプルレー ト と 異なった場合、 HD OMNI は入力

されたサンプルレー ト をセ ッ シ ョ ンのサンプル

レー ト へ リ アルタ イ ムで変換し ます。

S/PDIF アウ ト プ ッ ト ・ フ ォーマ ッ ト  Tascam DA-

30 DAT レ コーダーの S/PDIF を使用する場合は、

[S/PDIF ア ウ ト プ ッ ト  フ ォーマ ッ ト ] の下の

[Tascam] オプシ ョ ンを選択し て く だ さい。

セ ッ シ ョ ンのサンプルレー ト が 96 kHz よ

り も高 く 、 デジ タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・

フ ォーマ ッ ト が [ オプテ ィ カル (S/PDIF)]

に設定されている場合は、 [ サンプルレー

ト 変換 ] オプシ ョ ンが自動的にオンにな

り ます （オプテ ィ カル S/PDIF の対応サン

プルレー ト は 大 96 kHz のため）。

サンプルレー ト 間の違いによ って異な る値

で、 サンプルレー ト 変換はレ イ テンシを増

やし ます。
外部ク ロ ッ ク ・ アウ ト プ ッ ト  HD OMNI へ接続し

た他の機器へク ロ ッ ク ・ ア ウ ト プ ッ ト を送る と き

は、 [ 外部ク ロ ッ ク ・ ア ウ ト プ ッ ト ] ポ ッ プア ッ

プ メ ニ ューか ら適切なア ウ ト プ ッ ト を選択し て く

ださい。 選択でき る [ 外部ク ロ ッ ク ア ウ ト プ ッ ト

] のオプシ ョ ンは、 セ ッ シ ョ ンのサンプルレー ト

によ って異な り ます。

アナログ ・ イ ン

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グの [ アナロ グ イ

ン ] ページでは、 HD OMNI 本体のアナロ グ ・ イ

ンプ ッ ト の リ フ ァ レ ン ス ・ レベルが設定でき ま

す。 また、 各アナロ グ ・ イ ンプ ッ ト へは リ ミ ッ

ターを適用でき ます。

リ フ ァ レンス ・ レベル

使用可能な各アナロ グ ・ イ ンプ ッ ト ・ チャ ンネル

に対し て適切な リ フ ァ レ ン ス ・ レベルを選択し ま

す。 イ ンプ ッ ト の動作レベルは、 +4 dBu と

–10 dBV へ切 り 替え られます。

リ ミ ッ ター

HD OMNI は、 4 つのイ ンプ ッ ト ・ チャ ンネルに対

し て リ ミ ッ ターのオプシ ョ ンを提供し ます。 それ

ぞれの リ ミ ッ ターのポ ッ プア ッ プ メ ニ ューから目

的のオプシ ョ ンを選択し て く だ さい。

な し （None） 入力されたアナロ グ信号へ リ ミ ッ

ターは適用されません。

[ ハー ド ウ ェ ア設定 ] ダイアログ、 [ アナログ イ ン ]
ページ
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ソ フ ト ・ ク リ ッ プ （Soft Clip） アナロ グ入力信号

を減衰させ、 本体の許容を超えた ク リ ッ ピングに

よ るデジ タル歪みを防ぎます。 [ ソ フ ト  ク リ ッ プ ]

をオンにする と、 HD OMNI はク リ ッ プ ・ ポ イ ン

ト までの 4 dB を丸めて、 4 dB のヘッ ド ルームを

確保し ます。 これは、 散在する ト ラ ンジェ ン ト を

除去し た り 、 アナロ グ ・ テープの飽和状態をエ

ミ ュ レー ト するのに役立ちます。

カーブ （Curv） ソ フ ト ・ ニー ・ リ ミ ッ ター回路を

使って、 入力されたアナロ グ信号を減衰させま

す。 これは、 イ ンプ ッ ト への過負荷が大きい と き

も、 ハード にな ら ないスーパー ・ ソ フ ト ・ リ ミ ッ

テ ィ ングを保証し ます。

アナログ ・ アウ ト

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グの [ アナロ グ ア

ウ ト ] ページでは、 HD OMNI 本体のアナロ グ ・

ア ウ ト プ ッ ト のア ウ ト プ ッ ト ・ レベルが設定でき

ます。 どのチャ ンネルがバッ クパネルの TRS ア ウ

ト プ ッ ト へ反映されるか も選択でき ます。

アウ ト プ ッ ト ・ レベル

8 チャ ンネルの各アナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ チャ

ンネルに対し て適切なア ウ ト プ ッ ト ・ レベルを選

択し ます。 HD OMNI のア ウ ト プ ッ ト ・ レベル用オ

プシ ョ ンは 2 つあ り ます。

スピーカー （+10 dBu） パワー ・ モニ ターへ直接

接続し たア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル用には、 こ の

オプシ ョ ンを選択し て く ださ い。

[ ハー ド ウ ェ ア設定 ] ダイアログ、 [ アナログ アウ ト
] ページ
HD OMNI ガイ ド
ラ イ ン （+24 dBu） ラ イ ン ・ レベル機器 （アナロ

グ ・ ミ キサーなど） へ接続し たア ウ ト プ ッ ト ・

チャ ンネル用には、 こ のオプシ ョ ンを選択し て く

ださい。

TRS 反映

HD OMNI のバッ クパネルの [TRS OUT 1] ジ ャ ッ

ク と [TRS OUT 2] ジ ャ ッ クは、 チャ ンネル 1–2 ま

たは 7–8 のアナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト を反映でき ま

す。 モニ ターの設定によ って適切なオプシ ョ ンを

選択し て く ださ い。

アナログ 1–2 [TRS OUT 1] と [TRS OUT 2] を通し

てアナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル 1–2 をモ

ニ ターし たい場合は、 こ のオプシ ョ ンを選択し ま

す。 

アナログ 7–8 [TRS OUT 1] と [TRS OUT 2] を通し

てアナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル 7-8 をモ

ニ ターし たい場合は、 こ のオプシ ョ ンを選択し ま

す。

な し [TRS OUT 1] と [TRS OUT 2] をモニ ター用に

使用し ない場合は、 こ のオプシ ョ ンを選択し ま

す。



モニ ター

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グの [ モニ ター ]

ページは、 どの物理ア ウ ト プ ッ ト を [MAIN] と

[ALT] モニ タ リ ング ・ パス用に使用するかを設定

する仮想パッチベイです。 任意のアナロ グ 1–8、

AES/EBU 1–8、 またはステレオ ・ デジ タル ・ ア ウ

ト プ ッ ト へ専用のモニ タ リ ング ・ パス をアサイ ン

でき ます。 

[ モニ ター ] ページへの変更は、 [ ハード ウ ェ ア設

定 ] ダ イ ア ロ グの [ メ イ ン ] ページの [ ア ウ ト

プ ッ ト ] オプシ ョ ン、 [I/O 設定 ] ダ イ ア ロ グの [

ア ウ ト プ ッ ト ] ページ と [ バス ] ページ、

Pro Tools セ ッ シ ョ ンの ト ラ ッ ク の [ ア ウ ト プ ッ ト

] パス名に反映されます。 こ のため、 [ ハー ド ウ ェ

ア設定 ] と [I/O 設定 ] の他のページを設定する前

に、 常に [ モニ ター ] ページの設定を 初に行っ

て く ださ い。

[ ハー ド ウ ェ ア設定 ] ダイアログ、 [ モニ ター ] ペー
ジ

HD OMNI では、 モニター ・ ア ウ ト プ ッ ト

へは遅延補正が適用されません。 遅延補

正は、 モニター ・ パスへアサイ ン されて

いない物理アウ ト プ ッ ト へのみ適用され

ます。
コ ン ト ロール ・ ルーム ・ パス [MAIN] と
[ALT]

HD OMNI では、 2 つのコ ン ト ロール ・ ルーム ・ パ

ス （CR パス） が使用でき ます。 [MAIN] と [ALT]

です。 これらのモニ タ リ ング ・ パスは、 [ な し ]

（未使用） またはモ ノ から 7.1 までのチャ ンネル ・

フ ォーマ ッ ト に設定でき ます。

コ ン ト ロール ・ ルーム ・ パス [MAIN] と [ALT] を

設定する と きは、 もチャ ンネル数の多いパス

が、 [I/O 設定 ] の [ ア ウ ト プ ッ ト ] ページ と [

ハード ウ ェ ア設定 ] の [ メ イ ン ] ページに表示さ

れる [ モニ ター ] ア ウ ト プ ッ ト ・ パスのチャ ンネ

ル ・ フ ォーマ ッ ト を決めます。 コ ン ト ロール ・

ルーム ・ パス [MAIN] と [ALT] が使用する ア ウ ト

プ ッ ト ・ パスは、 他では使用でき ません。

[ モニ ター ] へルーテ ィ ング された Pro Tools の ト

ラ ッ ク のア ウ ト プ ッ ト は、 HD OMNI のフ ロ ン ト

パネルの [ALT] ボタ ンの状態によ って、 コ ン ト

ロール ・ ルーム ・ パス [MAIN] または [ALT] から

再生されます。 コ ン ト ロール ・ ルーム ・ パス

[MAIN] は、 HD OMNI のフ ロ ン ト パネルの [ALT]

ボ タ ンがオフ （LED 消灯） の と きにモニ タ リ ング

用 と し て使用されます。 コ ン ト ロール ・ ルーム ・

パス [ALT] は、 HD OMNI のフ ロ ン ト パネルの

[ALT] ボタ ンがオン （LED 点灯） の と きにモニ タ

リ ング用 と し て使用されます。 
第 4 章 : Pro Tools で HD OMNI を設定する 27
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コ ン ト ロール ・ ルーム ・ パス [MAIN] と [ALT] を
アサイ ンするには ：

1  Pro Tools で、 [ ハー ド ウ ェ ア設定 ] （Hardware 

Setup） ダ イ ア ロ グを開き （[ 設定 ]>[ ハード ウ ェ

ア設定 ]）、 [ モニ ター ] （Monitor） タブを選択し

ます。

2  作成する コ ン ト ロール ・ ルーム ・ パス用のチャ

ンネル ・ フ ォーマ ッ ト を [ フ ォーマ ッ ト ]

（Format） セレ ク タから選択し ます。

3  チャ ンネル ・ マ ト リ ッ ク スの上にマウ スのカー

ソルを移動し （カーソルが鉛筆にな る）、 コ ン ト

ロール ・ ルーム ・ パスのモニ タ リ ング ・ チャ ンネ

ルを HD OMNI の物理ア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル

へアサイ ン し ます。 これらは、 Pro Tools の ト ラ ッ

ク のア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル と し て表示されま

す。

4  必要に応じ て、 [ フ ォール ド ダウ ン ] （Fold 

Down） セレ ク タから フ ォール ド ・ ダウ ンのチャ

ンネル ・ フ ォーマ ッ ト を選択し ます。

5  [ フ ォール ド ダウ ン ] オプシ ョ ンをオン またはオ

フにし ます （33 ページの 「フ ォール ド ・ ダウ ン ・

オプシ ョ ン」 参照）。

6  [OK] を ク リ ッ ク し て変更を保存し、 [ ハード

ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グを閉じ ます。

モニ ターの設定は HD OMNI に保存され、

Pro Tools が起動し ているかど う かに関わらず適

用されます。

コ ン ト ロール ・ ルーム ・ パスのモニ タ リ ング ・ チャ
ンネルを HD OMNI の物理アウ ト プ ッ ト へアサイ ンす
る

HD OMNI ガイ ド
コ ン ト ロール ・ ルーム ・ パス [MAIN] と [ALT] を
再アサイ ンするには ：

･ マ ト リ ッ ク スの交差点上の現在のコ ン ト ロー

ル ・ ルーム ・ パスのモニ タ リ ング ・ チャ ンネルを

ク リ ッ ク し、 アサイ ン し たい物理ア ウ ト プ ッ ト ・

チャ ンネルがあ る場所へド ラ ッ グ し ます。

モニ ター ・ パスのアサイ ン メ ン ト は物理アウ ト
プ ッ ト のステレオ ・ ペアを確保する

モニ ターのフ ォーマ ッ ト （チャ ンネル数） に関わ

らず、 そのモニ ター ・ パスがステレオ ・ ペアの両

方のチャ ンネルを使用し ない場合で も、 モニ

ター ・ パスは常に物理ア ウ ト プ ッ ト のステレオ ・

ペアを確保し ます。 また、 モニ ター ・ パスは、 異

な るモニ ター ・ チャ ンネルがアサイ ン された物理

ア ウ ト プ ッ ト であって も、 常に 1–2 で始ま る連続

し たペアで表記されます。 

た と えば、 ステレオのモニ ター ・ パス をアナロ

グ ・ ア ウ ト プ ッ ト （DB25） の 1 と 5 へアサイ ン

し た場合は （1. 参照）、 ア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネ

ル 2 と 6 が使用されていな く て も、 物理ア ウ ト

プ ッ ト のアナロ グ 1–2 と 5–6 がモニ ター用に確保

されます。 

また、 [ ハード ウ ェ ア設定 ] の [ メ イ ン ] ページで

は、 [ モニ ター 1–2] が 初のア ウ ト プ ッ ト と し て

自動的に選択されます。 アナロ グ 1–2 と アナロ グ

5–6 は、 [ アナロ グ 1–2 （モニ ター） ] と [ アナロ

グ 5–6 （モニ ター） ] と し てア ウ ト プ ッ ト ・ セレ

ク タに表示されます。 これらはモニ ター ・ パス用

に確保されている ため、 グレーア ウ ト されて選択

でき ません （2. 参照）。

同様に、 [I/O 設定 ] の [ ア ウ ト プ ッ ト ] ページで

は （3. 参照）、 [ モニ ター 1–2] が 初のア ウ ト

プ ッ ト と し て自動的に選択されます。 アナロ グ

1–2 と アナロ グ 5–6 は、 [ アナロ グ 1–2 （モニ



ター） ] と [ アナロ グ 5–6 （モニ ター） ] と し てア

ウ ト プ ッ ト ・ セレ ク タに表示されます。 これらは

モニ ター ・ パス用に確保されているため、 グレー

ア ウ ト されて選択でき ません。

アナログ 1 と 5 へアサイ ン し たステレオのモニ
ター ・ パスが [ ハー ド ウ ェ ア設定 ] （1 & 2） と [I/O
設定 ] （3） に表示された と こ ろ

2.

1.

3.
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CR パスのチャ ンネル ・ マ ト リ ッ ク ス
HD OMNI ガイ ド
図 5.  CR パス [MAIN] と [ALT] のチャ ンネル ・ アサイ ン メ ン ト

アナログ（DB-25）
物理アウ ト プ ッ ト

AES/EBU (DB-25)
物理アウ ト プ ッ ト

デジ タル・ステレオ
物理アウ ト プ ッ ト

[MAIN] のチャ ンネル
アサイ ン メ ン ト  

[ALT] のチャ ンネル
アサイ ン メ ン ト  

（5.1 モニ ターの例） （LEF を共用し た 2.1 モニ ターの例）
CR パス

コ ン ト ロール ・ ルーム ・ パス （CR パス） のチャ

ンネル ・ マ ト リ ッ ク スは、 CR パス [MAIN] と

[ALT] 用のモニ タ リ ング ・ チャ ンネル ・ アサイ ン

メ ン ト を示し ます。
フ ォーマ ッ ト

CR パス [MAIN] と [ALT] の [ フ ォーマ ッ ト ] セレ

ク タでは、 以下のチャ ンネル ・ フ ォーマ ッ ト が選

択でき ます。

･ な し （モニ タ リ ング ・ パスはオフ）

･ Mono

･ Stereo 

･ 2.1 （ステレオ＋ Lf チャ ンネル）

･ LCR

･ LCRS

･ Quad

･ 5.0

･ 5.1

･ 6.0

･ 6.1

･ 7.0

･ 7.1

奇数のフ ォーマ ッ ト について

HD OMNI のア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネルはステレ

オ ・ ペアのため、 奇数のフ ォーマ ッ ト （モ ノ、

LCR、 5.0 など） をアサイ ンする と 、 そのチャ ン

ネルがアサイ ン されているすべてのステレオ ・ ペ



アがモニ ター ・ パス用に使用され、 [ ハード ウ ェ

ア設定 ] と [I/O 設定 ] では選択でき な く な り ま

す。 た と えば、 LCR モニ タ リ ング ・ パス を [ ハー

ド ウ ェ ア設定 ] の [ モニ ター ] ページのア ウ ト

プ ッ ト ・ チャ ンネル 1–2 と 3 へアサイ ン し た場合

（1. 参照）、 [ ハード ウ ェ ア設定 ] の [ メ イ ン ] ペー

ジ と [I/O 設定 ] の [ ア ウ ト プ ッ ト ] ページでは

チャ ンネル 4 が選択でき な く な り ます。

2.1 フ ォーマ ッ ト について

2.1 モニ タ リ ング ・ フ ォーマ ッ ト を使用する と き

は、 Pro Tools は 2 つのア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネ

ル （ステレオ） だけを HD OMNI へ送 り ます。 

LFE チャ ンネル （.1 チャ ンネル） は、 Pro Tools

から個別に送られるのではな く 、 HD OMNI 上で

合成されます。 従って、 2.1 モニ タ リ ング ・

フ ォーマ ッ ト を使用する と きは、 ア ウ ト プ ッ ト ・

チャ ンネルの 1 つのステレオ ・ ペアがモニ ター ・

パス用に使用され、 も う 1 つのステレオ ・ ペアが

グレー ・ ア ウ ト されて HD OMNI 上の Lf チャ ンネ

ル用に確保されます。 これは [I/O 設定 ] の [ ア ウ

ト プ ッ ト ] ページにも反映されます。

た と えば、 2.1 フ ォーマ ッ ト を [ ハード ウ ェ ア設

定 ] の [ モニ ター ] ページのアナロ グ ・ ア ウ ト

プ ッ ト ・ チャ ンネル 1–3 へアサイ ン し た場合 （1.

参照）、 [ ハード ウ ェ ア設定 ] の [ メ イ ン ] ページ

（2. 参照） と [I/O 設定 ] の [ ア ウ ト プ ッ ト ] ペー

[ ハー ド ウ ェ ア設定 ] と [I/O 設定 ] の LCR モニ ター ・
パス

2.

1.
ジ （3. 参照） ではアナロ グ 1–2 が [ モニ ター ] へ

アサイ ン され、 アナロ グ 3–4 が非ア ク テ ィ ブに

なっています。 これは、 チャ ンネル 3 が Lf チャ

ンネル用に確保されている ためです。

フ ォールド ・ ダウン

モニ タ リ ング ・ パス [MAIN] と [ALT] の [ フ ォー

ル ド ダウ ン ] セレ ク タでは、 CR パス用に選択し

たチャ ンネル ・ フ ォーマ ッ ト よ り チャ ンネル数の

少ないチャ ンネル ・ フ ォーマ ッ ト が選択でき ま

す。 た と えば、 CR パス [MAIN] のフ ォーマ ッ ト が

5.1 に設定されている場合、 5.0 以下のチャ ンネ

ル ・ フ ォーマ ッ ト へフ ォール ド ・ ダ ウ ンでき ま

す。 フ ォール ド ・ ダウ ンする と 、 ソースのすべて

のチャ ンネルが自動的かつ理知的によ り 少ない

チャ ンネル ・ フ ォーマ ッ ト へ ミ ッ ク ス ・ ダ ウ ン さ

れ、 モニ タ リ ング ・ パス上でそのすべてを聴 く こ

と ができ ます。

CR パスに対し てフ ォール ド ・ ダウ ンを適用する

と 、 CR パスのフ ォーマ ッ ト が、 選択し たフ ォー

ル ド ・ ダ ウ ンのチャ ンネル ・ フ ォーマ ッ ト へ 「折

り たたまれ」 ます。 CR パスに対し てフ ォール ド ・

[ ハー ド ウ ェ ア設定 ] と [I/O 設定 ] の 2.1 モニ ター ・
パス

2.

1.

3.
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ダ ウ ンを適用し ていない と きは、 モニ タ リ ングは

選択し たフ ォーマ ッ ト （チャ ンネル ・ フ ォーマ ッ

ト ） で維持されます。 CR パスに対し ていずれか

のフ ォール ド ・ ダウ ンを設定する と 、 その CR パ

スに対し てフ ォール ド ・ ダウ ンを適用するオプ

シ ョ ンが選択でき る よ う にな り ます。 詳し く は、

33 ページの 「フ ォール ド ・ ダウ ン ・ オプシ ョ ン」

をお読み く ださ い。

CR パスの物理アウ ト プ ッ ト へのチャ ンネル ・
アサイ ン メ ン ト

CR パスのチャ ンネル ・ アサイ ン メ ン ト は、

Pro Tools の [I/O 設定 ] と 同じ様に作成や変更が

行えます （[I/O 設定 ] について詳し く は、

「Pro Tools リ フ ァ レ ン ス ・ ガイ ド」 をお読み く だ

さ い）。 

CR パスのチャ ンネル数は、 選択し たフ ォーマ ッ

ト （チャ ンネル ・ フ ォーマ ッ ト ） によ って異な り

ます。 た と えば、 CR パスのフ ォーマ ッ ト を 5.1 へ

設定する と、 CR パスは以下の 6 チャ ンネルで構

成されます。 L （フ ロ ン ト 左）、 C （セン ター）、 R

（フ ロ ン ト 右）、 Ls （左サラ ウ ン ド）、 Rs （右サラ

ウ ン ド）、 LFE （Low Frequency Effects） です。 5.1

の CR パスは、 6 つの物理ア ウ ト プ ッ ト へアサイ

ンでき ます。 Figure 5 on page 30 では、 CR パス

[MAIN] は 5.1 で、 各チャ ンネルがアナロ グ

（DB- 25） ・ チャ ンネル 1–6 の物理ア ウ ト プ ッ ト へ

アサイ ン されています。

音の大きな ミ ッ ク ス をフ ォール ド ・ ダウ

ンする と、 状況によ ってはク リ ッ ピング

の原因にな り ます。 HD OMNI のフ ォール

ド ・ ダウ ンのアルゴ リ ズムは、 よ り 大き

なフ ォーマ ッ ト からモ ノへ合計するなど、

一般的な業界の規格に従っています。 

フ ォール ド ・ ダウ ン し て ク リ ッ ピングが

発生し た場合は、 ミ ッ ク スの全体のゲイ

ンを下げて く だ さい。
HD OMNI ガイ ド
偶数でないチャ ンネル ・ フ ォーマ ッ ト では、 次の

偶数チャ ンネルが使用でき ません。 これはア ウ ト

プ ッ ト ・ チャ ンネル ・ パスが常にペアだから で

す。 た と えば、 LCR はア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル

1–2 と 3–4 （4 は使用不可） を占有し、 5.0 はア ウ

ト プ ッ ト ・ チャ ンネル 1–2、 3–4、 5–6 （6 は使用

不可） を占有し ます。

一旦 CR パス を物理ア ウ ト プ ッ ト へアサイ ンする

と 、 [ ハー ド ウ ェ ア設定 ] の [ メ イ ン ] ページ と

[I/O 設定 ] の [ ア ウ ト プ ッ ト ] セレ ク タに [ モニ

ター ] パスが表示されます。 コ ン ト ロール ・ ルー

ムのモニ ター ・ アサイ ン メ ン ト [MAIN] と [ALT]

が使用し ている物理ア ウ ト プ ッ ト は、 [I/O 設定 ]

では斜体で表示され、 他のア ウ ト プ ッ ト ・ アサイ

ン メ ン ト には使用でき ないこ と を示し ます。



Pro Tools の ト ラ ッ ク か ら [ モニ ター ] パスへルー

テ ィ ング された信号は、 [MAIN] と [ALT] のアサ

イ ン メ ン ト に従って、 それぞれの物理ア ウ ト プ ッ

ト か ら再生されます。

LCR モニ タ リ ングが、 [ ハー ド ウ ェ ア設定 ] で選択で
きるアウ ト プ ッ ト のアサイ ン メ ン ト と、 [I/O 設定 ]
のアウ ト プ ッ ト ・ パスのアサイ ン メ ン ト を決める

96 kHz よ り 高いサンプルレー ト では、 [

ハード ウ ェ ア設定 ] のオプテ ィ カル

S/PDIF デジ タル ・ アウ ト プ ッ ト はグレー

アウ ト され、 モニタ リ ング ・ パス と し て

は使用でき ません。
モニ ター ・ アウ ト プ ッ ト ・ レベル ・ セレ ク タ

物理ア ウ ト プ ッ ト のア ウ ト プ ッ ト ・ レベルは、 [

アナロ グ ア ウ ト ] ページだけではな く 、 [ モニ

ター ] ページで も設定でき ます。

[ モニ ター ] ページで物理アウ ト プ ッ ト ・ チャ ン
ネルのアウ ト プ ッ ト ・ レベルを設定するには ：

･ CR パスのチャ ンネル ・ マ ト リ ッ ク スの一番上

のア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル番号を ク リ ッ ク し、

ア ウ ト プ ッ ト ・ レベルを選択し ます。

･ ス ピーカー （+10dBu） 

または

･ ラ イ ン （+24dBu） 

フ ォールド ・ ダウン ・ オプシ ョ ン

HD OMNI には、 コ ン ト ロール ・ ルーム [MAIN] と

[ALT]、 およびヘッ ド フ ォ ン ・ モニ タ リ ング ・ パ

ス用の [ フ ォール ド ダウ ン ] オプシ ョ ンがあ り ま

す。 

HD OMNI には、 3 種類のフ ォール ド ・ ダ ウ ン ・ オ

プシ ョ ンがあ り ます。 

すべてのチャ ンネルのアウ ト プ ッ ト ・ レ

ベルを設定するには、 Option- ク リ ッ ク

（Mac） または Alt- ク リ ッ ク （Windows）

し ます。

[ モニ ター ] ページのアナログ （DB-25） ・ アウ ト
プ ッ ト のチャ ンネル 3 のアウ ト プ ッ ト ・ レベルを選
択する
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タ イプ 1 同じモニ ター ・ パスのフ ォーマ ッ ト 間で

フ ォール ド ・ ダ ウ ン し ます。 た と えば、 [MAIN] の

フ ォーマ ッ ト を同じモニ ター ・ パス上で特定の

フ ォール ド ・ ダ ウ ン ・ フ ォーマ ッ ト へフ ォール

ド ・ ダウ ン し ます。

タ イプ 2 コ ン ト ロール ・ ルーム ・ パス [MAIN] と

[ALT] の間でフ ォール ド ・ ダ ウ ン し ます。

タ イプ 3 ヘッ ド フ ォ ン ・ モニ タ リ ング用のフ ォー

ル ド ・ ダ ウ ン ・ オプシ ョ ンです。

フ ォール ド ・ ダ ウ ンは、 よ り 少ないチャ ンネルの

モニ タ リ ング ・ パス ・ フ ォーマ ッ ト で ソースのす

べてのチャ ンネルを聴 く ための特殊なサブ ミ ッ ク

スです。 た と えば、 5.1 を ステレオへフ ォール ド ・

ダ ウ ンする と 、 フ ロ ン ト の左チャ ンネル と サラ ウ

ン ド の左チャ ンネルはステレオの左チャ ンネへ、

フ ロ ン ト の右チャ ンネル と サラ ウ ン ド の右チャ ン

ネルはステレオの右チャ ンネルへ ミ ッ ク ス され、

セン ター ・ チャ ンネル と LFE チャ ンネルはステ

レオの左チャ ンネル と 右チャ ンネルの間のセン

ターへパン されます。 ソース ・ チャ ンネルのい く

つかは、 フ ォール ド ・ ダウ ン された ミ ッ ク スでバ

ラ ン スが と れる よ う 自動的に減衰されます。

マルチチャ ンネル ・ フ ォーマ ッ ト から、 よ り 少な

いチャ ンネルのフ ォーマ ッ ト へフ ォール ド ・ ダウ

ン し ない と きは、 モニ タ リ ング ・ パスのチャ ンネ

ル と 一致し ない ソースのチャ ンネルは聴こ えませ

ん。 た と えば、 ステレオのモニ タ リ ング ・ パス

[ALT] へルーテ ィ ング された 5.1 のコ ン ト ロー

ル ・ ルーム ・ パス [MAIN] をフ ォール ド ・ ダウ ン

し なければ、 ソースのフ ロ ン ト の左チャ ンネル と

右チャ ンネルは聴こ えますが、 サラ ウ ン ド の左

チャ ンネル、 サラ ウ ン ド の右チャ ンネル、 LFE

チャ ンネルは聴こ えません。
HD OMNI ガイ ド
HD OMNI には、 CR パスの [ フ ォーマ ッ ト ] と [

フ ォール ド ダウ ン ] 設定によ って、 い く つかの

フ ォール ド ・ ダ ウ ン ・ オプシ ョ ンがあ り ます。

MAIN に対し てフ ォールド ダウンを適用

CR パス [MAIN] のフ ォーマ ッ ト （5.1 など） を、

選択し た [ フ ォール ド ダ ウ ン ] 設定 （ステレオな

ど） へ自動的にフ ォール ド ・ ダウ ンするには、

[MAIN に対し てフ ォール ド ダ ウ ンを適用 ] オプ

シ ョ ン （タ イプ 1） をオンにし ます。

ALT に対し てフ ォールド ダウンを適用

CR パス [ALT] のフ ォーマ ッ ト （ステレオなど）

を、 選択し た [ フ ォール ド ダウ ン ] 設定 （モ ノ な

ど） へ自動的にフ ォール ド ・ ダウ ンするには、

[ALT に対し てフ ォール ド ダ ウ ンを適用 ] オプ

シ ョ ン （タ イプ 1） をオンにし ます。

コ ン ト ロール ・ ルーム ・ フ ォールド ・ ダウン

[ コ ン ト ロール ルーム フ ォール ド ダウ ン ] 設定

（タ イプ 2） は、 CR パス [MAIN] と [ALT] 間を

フ ォール ド ・ ダ ウ ンするかど う かを決めます。 

モニ ターのフ ォールド ・ ダウン ・ オプシ ョ ン

[MAIN に対し てフ ォール ド ダウ ンを適用 ]

は、 設定モード でフ ロ ン ト パネルからオ

ンにする こ と もでき ます （第章の 「設定

モード」 参照）。

[ALT に対し てフ ォール ド ダウ ンを適用 ]

は、 設定モード でフ ロ ン ト パネルからオ

ンにする こ と もでき ます （第章の 「設定

モード」 参照）。



た と えば、 CR パス [MAIN] のフ ォーマ ッ ト が 5.1、

[ALT] のフ ォーマ ッ ト がステレオで、 [ コ ン ト

ロール ルーム フ ォール ド ダウ ン ] を [CR パス間

を フ ォール ド ダ ウ ン ] へ設定し ている場合は、

HD OMNI のフ ロ ン ト パネルの [ALT] をオンにす

る と、 5.1 の CR パス [MAIN] がステレオの CR パ

ス [ALT] へフ ォール ド ・ ダウ ン されます。

CR パス間を フ ォールド ・ ダウン 大き な [ フ ォー

マ ッ ト ] 設定 （チャ ンネル ・ フ ォーマ ッ ト ） か ら

小さ な [ フ ォーマ ッ ト ] 設定へ CR パス を フ ォー

ル ド ・ ダ ウ ンする （[MAIN] から [ALT] へ、 また

は [ALT] から [MAIN] へ） と きは、 こ のオプシ ョ

ンを選択し ます。 

た と えば、 [MAIN] が 5.1 で [ALT] がステレオの場

合は [MAIN] が [ALT] へフ ォール ド ・ ダウ ン され

ます。 ただし、 [MAIN] がモ ノ で [ALT] がステレオ

の場合は [ALT] は [MAIN] へフ ォール ド ・ ダ ウ ン

されません。

CR パス間を フ ォールド ・ ダウン し ない CR パス

[MAIN] と [ALT] 間のフ ォール ド ・ ダウ ンをオフ

にする と きは、 こ のオプシ ョ ンを選択し ます。

た と えば、 CR パス [MAIN] のフ ォーマ ッ ト が 5.1、

[ALT] のフ ォーマ ッ ト がステレオの場合は、 5.1

ソースのフ ロ ン ト の左チャ ンネル と 右チャ ンネル

だけがステレオのモニ ター ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ パス

[ALT] から聴こ え、 他のチャ ンネルは聴こ えませ

ん。

ヘ ッ ド フ ォ ン ・ フ ォールド ダウン

[ ヘッ ド フ ォ ン フ ォール ド ダ ウ ン ] 設定 （タ イプ

3） は、 ヘッ ド フ ォ ン ・ モニ タ リ ング用に CR パ

スのチャ ンネルがどの様にフ ォール ド ・ ダ ウ ン さ

れるかを決めます。

コ ン ト ロールルームのチャ ンネルがステレオよ り
多い場合はフ ォール ド ダウンする ヘッ ド フ ォ ン ・

モニ タ リ ング用にステレオよ り チャ ンネル数が多

い CR パス を ステレオへフ ォール ド ・ ダ ウ ンする

と きは、 こ のオプシ ョ ンを選択し ます。 
た と えば、 CR パス [MAIN] のフ ォーマ ッ ト が 5.1

の場合は、 これらのチャ ンネルがヘッ ド フ ォ ン ・

モニ タ リ ング用にステレオへフ ォール ド ・ ダウ ン

されます。

LFE な し で フ ォールド ダウンする （LFE がある場
合） ヘッ ド フ ォ ン ・ モニ タ リ ング用にステレオよ

り チャ ンネル数が多い CR パス を ステレオへ

フ ォール ド ・ ダ ウ ンする と きは、 こ のオプシ ョ ン

を選択し ます。 ただし、 LFE チャ ンネルがあ る場

合 （5.1 など） は、 これを送 り ません。

フ ォールド ダウン し ない （L/R チャ ンネルのみ） 

ステレオよ り チャ ンネル数が多い CR パス を

フ ォール ド ・ ダ ウ ンせずに、 ヘッ ド フ ォ ン ・ モニ

タ リ ング用に左チャ ンネル と 右チャ ンネルだけを

送る と きは、 こ のオプシ ョ ンを選択し ます。 その

他のチャ ンネルは、 ヘッ ド フ ォ ン ・ モニ タ リ ン

グ ・ パスでは聴こ えません。

ミ キサー

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グの [ ミ キサー ]

ページでは、 HD OMNI の物理ア ウ ト プ ッ ト から

現在ア ク テ ィ ブなモニ ター ・ パスへの入力信号を

ミ ッ ク スでき ます （ダ イ レ ク ト ・ モニ タ リ ング）。 

これによ って、 Pro Tools の ミ キサーを通し て

ルーテ ィ ング されているかど う かに関わらず、 入

力信号をモニ ターでき ます。 
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た と えば、 接続し た CD プレーヤーを Pro Tools

セ ッ シ ョ ンを通し てルーテ ィ ングする こ と な く ス

タ ジオのモニ ターから再生される よ う ミ キサーを

設定する こ と も でき ます。

ミ キサー ・ チャ ンネル ・ ス ト リ ッ プ

ミ キサーのチャ ンネル ・ ス ト リ ッ プは物理ア ウ ト

プ ッ ト のペアでグループ化されています。 アナロ

グ 1–2、 アナロ グ 3–4、 AES/EBU、 ADAT 1–2 な

どです。 各チャ ンネル ・ ス ト リ ッ プには、 同じ コ

ン ト ロールがあ り ます。

[ ハー ド ウ ェ ア設定 ] ダイアログ、 [ ミ キサー ] タ ブ

[ ハード ウ ェ ア設定 ] の [ ミ キサー ] の設

定は、 HD OMNI に保存されます。 これに

よ って、 Pro Tools が起動し ていない と き

でも HD OMNI を設定済みのス タ ン ド ア

ローン ・ コ ンバータ と し て使用でき ます。

[ ハー ド ウ ェ ア設定 ] ダイアログ、 [ ミ キサー ] のア
ナログ 1–2 用チャ ンネル ・ ス ト リ ッ プ

イ ンプ ッ ト 名

パン・コ ン ト ロール

ボリ ューム・コ ン ト ロー

ミ ュー ト ・ボタ ン
リ ン ク・ボタ ン
モニ ター・アサイ ン
ヘ ッ ド フ ォ ン・アサイ ン
ラベル
HD OMNI ガイ ド
イ ンプ ッ ト 名 物理イ ンプ ッ ト を識別し ます。 [

ハード ウ ェ ア設定 ] の [ メ イ ン ] ページのイ ン

プ ッ ト ・ チャ ンネル 1–8 へアサイ ン された物理イ

ンプ ッ ト は、 太字で表示されます。 非ア ク テ ィ ブ

のチャ ンネルは斜体で表示されます。

パン ・ コ ン ト ロール モ ノ の入力信号を ステレオ ・

モニ タ リ ング ・ フ ィ ール ド でパン し ます。 モニ

ター ・ パスのチャ ンネル ・ フ ォーマ ッ ト がステレ

オよ り 大きい と きは （5.1 など）、 入力信号はモニ

ター ・ パスの左チャ ンネル と 右チャ ンネルの間で

のみパン されます。 モニ ター ・ パスのチャ ンネ

ル ・ フ ォーマ ッ ト がモ ノ に設定されている と き

は、 ステレオ ・ パンニングは自動的にモ ノ へ合計

されます。

ボ リ ューム ・ コ ン ト ロール 選択し たア ウ ト プ ッ

ト ・ アサイ ン メ ン ト へ送られるモ ノ 信号のボ

リ ュームを調整し ます。 こ のボ リ ューム ・ コ ン ト

ロールは、 入力信号を 0 dB （ユニテ ィ ） から

–INF へ減衰させるだけです。

ミ ュー ト ・ ボタ ン 選択し たア ウ ト プ ッ ト ・ アサ

イ ン メ ン ト への入力信号を ミ ュー ト （または

ミ ュー ト 解除） し ます。

リ ン ク ・ ボタ ン チャ ンネル ・ ス ト リ ッ プのイ ン

プ ッ ト のペア間でボ リ ューム、 ミ ュー ト 、 ア ウ ト

プ ッ ト ・ アサイ ン メ ン ト を リ ン ク （ リ ン ク解除）

し ます。 パン ・ コ ン ト ロールは リ ン ク でき ません。

パン ・ コ ン ト ロールを Option- ク リ ッ ク

（Mac） または Alt- ク リ ッ ク （Windows）

する と、 デフ ォル ト のセン ター位置へ設

定でき ます。 リ ン ク し たステレオ ・ イ ン

プ ッ ト ・ ペアの場合は、 Command-

Option-Control- ク リ ッ ク （Mac） または

Control-Alt-Start- ク リ ッ ク （Windows）

する と、 パン ・ コ ン ト ロールを左一杯と

右一杯へ設定でき ます。

ボ リ ューム ・ コ ン ト ロールを Option- ク

リ ッ ク （Mac） または Alt- ク リ ッ ク

（Windows） する と、 デフ ォル ト のユニ

テ ィ 位置へ設定でき ます。



モニ ター ・ アサイ ン モニ ター ・ パス をア ウ ト

プ ッ ト ・ アサイ ン メ ン ト と し て選択 （または選択

解除） し ます。 [ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グの

[ モニ ター ] ページでモニ ター ・ パスが設定され

ていない場合は、 モニ ターのア ウ ト プ ッ ト ・ アサ

イ ン メ ン ト は非ア ク テ ィ ブにな り ます。

ヘ ッ ド フ ォ ン ・ アサイ ン ヘッ ド フ ォ ン ・ ア ウ ト

プ ッ ト （HD OMNI のフ ロ ン ト パネルにあ る） を

ア ウ ト プ ッ ト ・ アサイ ン メ ン ト と し て選択 （また

は選択解除） し ます。 

ラベル 物理イ ンプ ッ ト 用のカス タ ム ・ ラベルが

入力でき ます。 これによ って、 そのイ ンプ ッ ト に

何が接続されているかが分かる ラベルが作成でき

ます （[ マ イ ク ]、 [ ギ ター ]、 [CD] など）。 ラベル

は 6 文字までです。 

レ コー ド / 入力モニ ター オン （Record/Input 
Monitor Enable）

[ レ コード / 入力モニ ター オン ] 設定は、 同じ物

理イ ンプ ッ ト を共用する Pro Tools の ト ラ ッ ク を

レ コー ド ・ オン または入力モニ ター ・ オンにし た

と きに、 HD OMNI を通し てモニ ターするオー

デ ィ オを ミ ュー ト するかど う かを決めます。 た と

えば、 HD OMNI の ミ キサーを使ってアナロ グ

1–2 か ら再生されるオーデ ィ オがあ り 、 ト ラ ッ ク

のイ ンプ ッ ト と し てアナロ グ 1–2 が設定された

Pro Tools のステレオ ・ ト ラ ッ ク があ る場合は、

その ト ラ ッ ク を レ コード ・ オン または入力モニ

ター ・ オンにし た と きに、 HD OMNI は HD OMNI

の ミ キサーのイ ンプ ッ ト を自動的に ミ ュー ト する

か、 または ミ ュー ト し ないかのいずれかを行いま

す。

ミ ュー ト 、 リ ン ク、 モニター ・ アサイ ン、

またはヘッ ド フ ォ ン ・ アサイ ンのボタ ン

を Option- ク リ ッ ク （Mac） または Alt-

ク リ ッ ク （Windows） する と、 同じ種類

のすべてのボタ ンを選択 （または選択解

除） でき ます。
レ コーデ ィ ング またはモニ タ リ ングの状況によ っ

て、 レ コード / 入力モニ ター ・ オンの ト ラ ッ ク を

手動で ミ ュー ト し、 HD OMNI の ミ キサーを使っ

てオーデ ィ オをモニ ターし たい場合 と （ダ イ レ ク

ト ・ モニ タ リ ング）、 Pro Tools に HD OMNI の ミ

キサーを自動的に ミ ュー ト させて、 Pro Tools の

ミ キサーを通し てオーデ ィ オをモニ ターし たい場

合があ り ます （こ の場合は Pro Tools の ミ キサー

のレ イ テンシを受け継ぎます）。

ミ キサーのイ ンプ ッ ト を ミ ュー ト する （Mutes 
Mixer Input） 同じ物理イ ンプ ッ ト ・ ソース （アナ

ロ グ 1–2 など） を使 う Pro Tools の ト ラ ッ ク を レ

コード ・ オン または入力モニ ター ・ オンにし た と

き、 HD OMNI の ミ キサーへのイ ンプ ッ ト を自動

的に ミ ュー ト するには、 こ のオプシ ョ ンを選択し

ます。 他の物理イ ンプ ッ ト ・ ソースは、 引き続き

HD OMNI の ミ キサーを通し て聴けます。

無視 （ ミ ュー ト を手動で管理する） （Ignore 
(Manually Manage Mutes)） HD OMNI の ミ キサーへ

の物理イ ンプ ッ ト を ミ ュー ト し ない場合は、 こ の

オプシ ョ ンを選択し ます。 Pro Tools へレ コーデ ィ

ングする と き、 レ コード ・ ト ラ ッ ク を ミ ュー ト

し、 HD OMNI の ミ キサーを通し て物理イ ンプ ッ

ト ・ ソース をモニ ターし たい場合は、 こ のオプ

シ ョ ンを選択し て く ださ い。

[ ハード ウ ェ ア設定 ] の [ メ イ ン ] ページ

のイ ンプ ッ ト ・ チャ ンネル 1–8 へアサイ

ン された物理イ ンプ ッ ト は、 太字で表示

されます。 非ア ク テ ィ ブのチャ ンネルは

斜体で表示されます。
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Pro Tools の I/O 設定

こ の章では、 Pro Tools の [I/O 設定 ] で HD OMNI

のイ ンプ ッ ト 、 ア ウ ト プ ッ ト 、 バス、 モニ タ リ ン

グ、 キ ュー、 その他の信号パスの設定方法を説明

し ます。

[I/O 設定 ] ダイアログを開 く

[I/O 設定 ] ダ イ ア ロ グは、 セ ッ シ ョ ンが閉じ てい

る と きはアプ リ ケーシ ョ ン ・ ウ ィ ン ド ウから、

セ ッ シ ョ ンが開いている と きはセ ッ シ ョ ン内から

開けます。

[I/O 設定 ] ダイアログを開 く には ：

1  [ハー ド ウ ェ ア設定]ダ イ ア ロ グでHD OMNIが正

し く 設定されている こ と を確認し て く ださ い （23

ページの 「Pro Tools のハード ウ ェ ア設定」 参

照）。

2  [ 設定 ] （Setup） >[I/O] を選択し ます。 

[I/O 設定 ] ダイ ア ロ グについて詳し く は、

「Pro Tools リ フ ァ レ ン ス ・ ガイ ド」 をお

読み く だ さい。

[I/O 設定 ] ダイアログ （HD OMNI が表示された [ ア
ウ ト プ ッ ト ] ページ）
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[I/O 設定 ] ダイアログを閉じ る

[I/O 設定 ] ダイアログを閉じ て変更を保存するに
は ：

･ [OK] を ク リ ッ ク し ます。

[OK] を ク リ ッ クする と 、 Pro Tools はそのルー

テ ィ ングに問題がないかチェ ッ ク し ます （フ ィ ー

ド バッ ク ・ ループを防ぐ ために）。

変更を保存せずに [I/O 設定 ] ダイアログを閉じ る
には ：

･ [ キ ャ ンセル ] （Cancel） を ク リ ッ ク し ます。

イ ンプ ッ ト

[I/O 設定 ] の [ イ ンプ ッ ト ] ページでは、 イ ン

プ ッ ト 名、 フ ォーマ ッ ト 、 ソース ・ チャ ンネル

（アナロ グ またはデジ タル） を設定でき ます。 マル

チチャ ンネル ・ イ ンプ ッ ト ・ パス （ステレオ以

上） は、 任意の数のサブ ・ パス を持つこ と ができ

ます。 イ ンプ ッ ト ・ パスは重複させる こ と も でき

ます。 イ ンプ ッ ト 名、 チャ ンネルのフ ォーマ ッ ト 、

物理イ ンプ ッ ト のマ ッ ピングは、 システム と共に

保存されます。

[I/O 設定 ] ダイアログ、 [ イ ンプ ッ ト ] ページ



HD OMNI の物理イ ンプ ッ ト を Pro Tools のイ ン
プ ッ ト ・ パスへアサイ ンするには、 以下のいずれ
かを行います。

･ [I/O 設定 ] ダ イ ア ロ グ （[ 設定 ]>[I/O]） の [ イ

ンプ ッ ト ] ページで、 イ ンプ ッ ト ・ セレ ク タか ら

物理イ ンプ ッ ト を選択し ます。

または

･ [ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グ （[ 設定 ]>[

ハー ド ウ ェ ア ]） の [ メ イ ン ] ページで、 8 つの各

[ イ ンプ ッ ト ] チャ ンネル用の物理イ ンプ ッ ト を

選択し ます （23 ページの 「 メ イ ン」 参照）。 

アウ ト プ ッ ト

[I/O 設定 ] の [ ア ウ ト プ ッ ト ] ページでは、 ア ウ

ト プ ッ ト ・ パス名と フ ォーマ ッ ト が設定でき ま

す。 ア ウ ト プ ッ ト ・ パスは、 重複させる こ と もで

き ます。 ア ウ ト プ ッ ト 名、 チャ ンネルのフ ォー

マ ッ ト 、 物理ア ウ ト プ ッ ト のマ ッ ピングは、 シス

テム と 共に保存されます。 

[I/O 設定 ] で HD OMNI の物理アウ ト プ ッ ト を Pro 
Tools のイ ンプ ッ ト ・ パスへアサイ ンする

イ ンプ ッ ト ・セレ ク タ
[I/O 設定 ] の [ ア ウ ト プ ッ ト ] ページには、 HD 

OMNI のモニ タ リ ング ・ パス [MAIN] と [ALT] が [

モニ ター ] と し て表示され、 専用の [ キ ュー ] ア

ウ ト プ ッ ト ・ パス （HD OMNI のフ ロ ン ト パネル

のヘッ ド フ ォ ン ・ ジ ャ ッ クへ送られる） があ り ま

す。 

モニ タ リ ング ・ パスが [ ハー ド ウ ェ ア設定 ] ダ イ

ア ロ グの [ モニ ター ] ページでアサイ ン されてい

るかど う かによ って、 [I/O 設定 ] の [ ア ウ ト プ ッ

ト ] ページのア ウ ト プ ッ ト ・ セレ ク タか ら一部の

物理ア ウ ト プ ッ ト が選択でき ない場合があ り ま

す。 [I/O 設定 ] で選択する物理ア ウ ト プ ッ ト ・

ポー ト は、 [ ハー ド ウ ェ ア設定 ] の [ メ イ ン ] ペー

ジでア ウ ト プ ッ ト 用に選択する 8 チャ ンネルの物

理ア ウ ト プ ッ ト と リ ン ク し ています。 一方のダ イ

ア ロ グの設定を変更する と 、 その変更がも う 一方

のダ イ ア ロ グへ反映されます。

[I/O 設定 ] ダイアログ、 [ アウ ト プ ッ ト ] ページ
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HD OMNI の物理アウ ト プ ッ ト を Pro Tools のアウ
ト プ ッ ト ・ パスへアサイ ンするには、 以下のいず
れかを行います。

･ [I/O 設定 ] ダ イ ア ロ グ （[ 設定 ]>[I/O]） の [ ア

ウ ト プ ッ ト ] ページで、 ア ウ ト プ ッ ト ・ セレ ク タ

から物理ア ウ ト プ ッ ト を選択し ます。

または

･ [ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グ （[ 設定 ]>[

ハー ド ウ ェ ア ]） の [ メ イ ン ] ページで、 8 つの各

[ ア ウ ト プ ッ ト ] チャ ンネル用の物理ア ウ ト プ ッ

ト を選択し ます （23 ページの 「 メ イ ン」 参照）。 

HD OMNI でモニ タ リ ングを行う場合

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グの [ モニ ター ]

ページでモニ タ リ ング ・ パス を設定し た場合は、

モニ タ リ ング ・ パス [MAIN] と [ALT] へアサイ ン

し た物理ア ウ ト プ ッ ト は [ ハード ウ ェ ア設定 ] と

[I/O 設定 ] の [ メ イ ン ] ページでは選択でき ませ

ん。

[I/O 設定 ] には、 も大き なチャ ンネル ・ フ ォー

マ ッ ト のモニ タ リ ング ・ パスが表示されます。 ア

ウ ト プ ッ ト は、 左から右へチャ ンネル ・ ペアでモ

ニ ター ・ パスへ自動的にアサイ ン されます。 た と

えば、 5.1 または 5.0 のモニ ター ・ パスの場合は、

ア ウ ト プ ッ ト 1-6 が [ モニ ター 1–2]、 [ モニ ター 

[I/O 設定 ] で HD OMNI の物理アウ ト プ ッ ト を Pro 
Tools のアウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネルへアサイ ンする

イ ンプ ッ ト ・セレ ク タ
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3–4]、 [ モニ ター 5–6] へ自動的にアサイ ン されま

す。 ア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル ・ マ ッ ピング ・ グ

リ ッ ド では、 モニ ター ・ パスがア ウ ト プ ッ ト ・ ア

サイ ン メ ン ト が全体にわた り ます。

他のア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネルは、 HD OMNI の

他の物理ア ウ ト プ ッ ト へアサイ ンでき ます。 た と

えば、 5.1 のモニ ター ・ パス [MAIN] がアナロ グ ・

ア ウ ト 1–6 へアサイ ン され、 ステレオのモニ

ター ・ パス [ALT] がアナロ グ ・ ア ウ ト 7–8 へアサ

イ ン されている場合は、 [I/O 設定 ] の [ ア ウ ト

プ ッ ト ] ページのモニ ター ・ パスはア ウ ト プ ッ

ト ・ アサイ ン メ ン ト 1–6 にわた り ます。 残 り のア

ウ ト プ ッ ト 7–8 は、 任意の使用可能な物理ア ウ ト

プ ッ ト （こ の場合は AES/EBU 1–8 （ペアで）、

ADAT 1–8 （ペアで）、 または S/PDIF） へアサイ

ンでき ます。

[I/O 設定 ] の [ アウ ト プ ッ ト ] ページに表示された
HD OMNI の 5.1 モニ タ リ ング ・ パス



HD OMNI でモニ タ リ ングを行わない場合

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グの [ モニ ター ]

ページでモニ タ リ ング ・ パス を設定し ていない場

合は、 HD OMNI の任意の物理ア ウ ト プ ッ ト を

Pro Tools の 8 つのア ウ ト プ ッ ト ・ パス用に選択

でき ます。 唯一の例外は、 追加の [ キ ュー 1–2] ア

ウ ト プ ッ ト です。

キュー 1–2

[ キ ュー 1–2] ア ウ ト プ ッ ト は、 HD OMNI のフ ロ

ン ト パネルのヘッ ド フ ォ ン ・ ジ ャ ッ クへ 「ハー ド

ワ イヤー」 されたステレオ ・ ア ウ ト プ ッ ト です。 

[I/O 設定 ] の [ ア ウ ト プ ッ ト ] ページの [ キ ュー

1-2] へは、 Pro Tools のア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネ

ル （左 と右） をアサイ ンでき ます。 Pro Tools の ト

ラ ッ ク のア ウ ト プ ッ ト またはセン ド で これらの

チャ ンネル （A 9–10 など） を選択する と、 異な る

ヘッ ド フ ォ ン ・ ミ ッ ク スが聴けます。 ただし、 [

キ ュー 1-2] ア ウ ト プ ッ ト へ送られたオーデ ィ オ

は、 HD OMNI のフ ロ ン ト パネルの [CUE] ボ タ ン

をオンにし た と きだけヘッ ド フ ォ ンか ら再生され

ます。 それ以外の場合は、 ヘッ ド フ ォ ン ・ ジ ャ ッ

クは選択し たコ ン ト ロール ・ ルーム ・ モニ タ リ ン

グ ・ パス （[MAIN] または [ALT]） を反映し ます

（フ ォール ド ・ ダウ ンが適用されるかど う かは、

CR パス ・ フ ォーマ ッ ト と選択し たフ ォール ド ・

ダ ウ ン ・ オプシ ョ ンによ り ます）。

HD OMNI の物理アウ ト プ ッ ト へアサイ ン し た Pro 
Tools のアウ ト プ ッ ト ・ パス
バス

[ バス ] ページでは、 内部バス名、 ア ウ ト プ ッ ト ・

バス名、 フ ォーマ ッ ト の設定 と ア ウ ト プ ッ ト ・ バ

スから ア ウ ト プ ッ ト ・ パス （[ ア ウ ト プ ッ ト ]

ページで設定） へのマ ッ プが行えます。 マルチ

チャ ンネル ・ バス （ステレオ以上） は、 任意の数

のサブ ・ パス を持つこ と ができ ます。 内部バス名、

ア ウ ト プ ッ ト ・ バス名、 チャ ンネル ・ フ ォーマ ッ

ト は、 セ ッ シ ョ ン と 共に保存されます。 ア ウ ト

プ ッ ト ・ バス ・ パスから ア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネ

ルへのマ ッ ピ ングは、 設定されたセ ッ シ ョ ンのア

ウ ト プ ッ ト ・ バス ・ パス と 使用可能なシステムの

ア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル ・ パスによ って自動的

に生成されます。

[I/O 設定 ] ダイアログ、 [ バス ] ページ
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イ ンサー ト

[I/O 設定 ] の [ イ ンサー ト ] ページでは、

Pro Tools オーデ ィ オ ・ イ ン ターフ ェースへ接続

し たハード ウ ェ ア ・ イ ンサー ト に名前が付け られ

ます。 ただし、 HD OMNI では、 モニ タ リ ング用に

使用し ているチャ ンネルはハード ウ ェ ア ・ イ ン

サー ト には使えません。

[I/O 設定 ] ダイアログ、 [ イ ンサー ト ] ページ
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マイ ク ・ プ リ アンプ

[I/O 設定 ] の [ マ イ ク プ リ アンプ ] ページでは、

PRE と のハー ド ウ ェ ア接続を設定でき ます （PRE

を使用する場合）。 

H/W イ ンサー ト ・ デ ィ レ イ

[I/O 設定 ] の [H/W イ ンサー ト ・ デ ィ レ イ ] ペー

ジは、 ハード ウ ェ ア ・ イ ンサー ト の遅延 （レ イ テ

ンシ） を補正する ために使用し ます。



第 5 章

設定モー ド
設定モード では、 Pro Tools の [ ハード ウ ェ ア設定

] ダ イ ア ロ グ と同じ コ ン ト ロールの多 く を

HD OMNI のフ ロ ン ト パネルから操作でき ます。 ま

た設定モー ド では、 システムのキ ャ リ ブレーシ ョ

ン、 デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト の調整、 フ ァ

ン ・ モード の設定、 その他の HD OMNI 固有の設

定が行えます。

設定モー ド にするには ：

･ HD OMNI のフ ロ ン ト パネルの [SETUP] ボ タ ン

を押し て、 [SETUP] ボ タ ンの LED を点灯させま

す。 設定モード では、 デ ィ スプレ イの文字が黄色

にな り ます。

設定モー ド を解除するには ：

･ HD OMNI のフ ロ ン ト パネルの [SETUP] ボ タ ン

を押し て、 [SETUP] ボ タ ンの LED を消し ます。

設定モー ド と モニ ターのコ ン ト ロール
設定モー ドのオプシ ョ ン

設定モード では、 以下のオプシ ョ ンが設定でき ま

す。

･ アナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ レベル

（[OUTLVL]）

･ アナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ ト リ ム

（[OUTTRIM]）

･ TRS ア ウ ト プ ッ ト ・ ミ ラー （[TRSOUT]）

･ フ ォール ド ・ ダ ウ ン （[FOLDWN]）

･ アナロ グ ・ ラ イ ン ・ イ ンプ ッ ト ・ リ フ ァ レ

ン ス ・ レベル （[IN REF]）

･ リ ミ ッ ター （[LIMITR]）

･ 内部サンプルレー ト （[SRATE]）

･ ク ロ ッ ク ・ ソース （[CLOCK]）

･ デジ タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ ソース

（[DIG1–2]）

･ サンプルレー ト 変換 （[SRC1–2]）

･ SPL 表示キ ャ リ ブレーシ ョ ン （[SPLCAL]）

･ フ ァ ン ・ コ ン ト ロール （[FAN]）

･ フ ァーム ウ ェ アのバージ ョ ン （[VER]）

･ フ ァ ク ト リ ー ・ リ セ ッ ト （[RESET]）

･ デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト （[CNTRST]）
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アナログ ・ アウ ト プ ッ ト
（[OUTLVL]）

設定モード では、 アナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ レベ

ル （[OUTLVL]） のコ ン ト ロールを使って、 8 つ

のアナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト のそれぞれのア ウ ト

プ ッ ト ・ ゲイ ン ・ レベルを設定でき ます。

アナログ ・ アウ ト プ ッ ト ・ レベルのロー ・ ゲイ ン
とハイ ・ ゲイ ンを切り替えるには ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  必要であれば、 モニ ターのエン コーダを回し て

[OUTLVL] を表示し ます （[OUTLVL] は 初に設

定モー ド にし た と きのデフ ォル ト です）。

3  モニ ターのエン コーダを押し て [OUTLVL] を選

択し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

4  [OUT 1] が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

5  モニ ターのエン コーダを押し て [OUT 1] （アナ

ロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル 1） を選択し ま

す。

6  モニ ターのエン コーダを回し て [SPEAKR]

（+10 dBu） または [LINE] （+24 dBu） を表示し ま

す。

7  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

る ア ウ ト プ ッ ト を選択し ます。 デ ィ スプレ イに

[OUT 1] が表示されます。

8  こ の手順を繰 り 返し てアナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト

2–8 のア ウ ト プ ッ ト ・ ゲイ ン ・ レベルを設定し ま

す。

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グが開いて

いる と きは、 設定モード でアナロ グ ・ ア

ウ ト プ ッ ト ・ ゲイ ン ・ レベルを変更する

こ と はでき ません。
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9  [SETUP] ボ タ ンを押し て [OUTLVL] を解除し、設

定オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ま

す。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯

し ます。 

10  設定モード を解除し ます。

アナログ ・ アウ ト プ ッ ト ・ ト リ
ム （[OUTTRIM]）

設定モード では、 アナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ ト リ

ム （[OUTRIM]） のコ ン ト ロールを使って、 8 つの

アナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト のそれぞれのアナロ グ ・

ア ウ ト プ ッ ト ・ ト リ ムを 0.1 dB 単位で –40 dB か

ら +10 dB へ設定でき ます。

アナログ ・ アウ ト プ ッ ト ・ ト リムを調整するに
は ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [OUTRIM] が表示される までモニ ターのエン

コーダを回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て [OUTRIM] を選

択し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

4  [OUT 1] が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

5  モニ ターのエン コーダを押し て [OUT 1] （アナ

ロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ チャ ンネル 1） を選択し ま

す。

6  モニ ターのエン コーダを回し て、 選択し たア ウ

ト プ ッ ト のアナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ ト リ ム

（0.1 dB 単位で –40 dB から +10 dB へ） を調整し

ます。

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グが開いて

いる と きは、 設定モード でアナロ グ ・ ア

ウ ト プ ッ ト ・ ト リ ムを変更する こ と はで

き ません。



7  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

る設定を選択し ます。 デ ィ スプレ イに [OUT 1] が

表示されます。

8  こ の手順を繰 り 返し てアナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト

2–8 のアナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト ・ ト リ ムを設定し

ます。

9  [SETUP] ボ タ ンを押し て [OUTRIM] を解除し、設

定オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ま

す。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯

し ます。 

10  設定モード を解除し ます。

TRS アウ ト プ ッ ト ・ ミ ラー
（[TRSOUT]）

設定モード では、 TRS ア ウ ト プ ッ ト ・ ミ ラー

（[TRSOUT]） のコ ン ト ロールを使って、 HD OMNI

のバッ クパネルのアナロ グ TRS ア ウ ト プ ッ ト が

DB-25 のア ウ ト プ ッ ト 1–2 または DB-25 のア ウ

ト プ ッ ト 7–8 のどち ら を反映するかを設定でき ま

す。 こ のオプシ ョ ンは [NONE] に設定する こ と も

でき、 その場合はアナロ グ TRS ア ウ ト プ ッ ト から

はオーデ ィ オが出力されません。

TRS アウ ト プ ッ ト ・ ミ ラーのオプシ ョ ンを選択す
るには ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [TRSOUT] が表示される までモニ ターのエン

コーダを回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し ます。 [SETUP] の

LED が点滅し、 現在選択されている [TRSOUT] の

オプシ ョ ンが表示されます。 

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グが開いて

いる と きは、 設定モード で TRS ア ウ ト

プ ッ ト ・ ミ ラーを変更する こ と はでき ま

せん。
4  モニ ターのエン コーダを回し、 オプシ ョ ンの 1

つを表示し ます。

･ OUT1–2

･ OUT7–8

･ NONE

5  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

るオプシ ョ ンを選択し ます。 デ ィ スプレ イに

[TRSOUT] が表示されます。

6  [SETUP] ボ タ ンをおし て [TRSOUT] を解除し、設

定オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ま

す。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯

し ます。 

7  設定モード を解除し ます。

フ ォールド ・ ダウン
（[FOLDWN]）

設定モード では、 フ ォール ド ・ ダウ ン

（[FOLDWN]） のコ ン ト ロールを使って、 フ ォー

ル ド ・ ダ ウ ン （Pro Tools の [ ハー ド ウ ェ ア設定 ]

で設定し た通 り ） を コ ン ト ロール ・ ルーム ・ パス

[MAIN] と [ALT] に適用するかど う かを設定でき

ます。 ヘッ ド フ ォ ン ・ モニ タ リ ング用のフ ォール

ド ・ ダウ ンのオプシ ョ ン も設定でき ます。

モニ ター ・ パスに対し てフ ォール ド ・ ダウンをオ
ン （またはオフ） にするには ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [FOLDWN] が表示される までモニ ターのエン

コーダを回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て [FOLDWN] を選

択し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グが開いて

いる と きは、 設定モード でフ ォール ド ・

ダウ ンを変更する こ と はでき ません。
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4  モニ ターのエン コーダを回し て、 目的のモニ

ター ・ パス を表示し ます。 [MAIN]、 [ALT]、 また

は [HP] です。

5  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

るモニ ター ・ パス を選択し ます。 

6  モニ ターのエン コーダを回し、 オプシ ョ ンの 1

つを表示し ます。 どのモニ ター ・ パスが選択され

ているかによ って、 以下のオプシ ョ ンが選択でき

ます。

･ [MAIN] に対し ては ： [NONE] または [ON]。

･ [ALT] に対し ては ： [NONE] または [ON]。

･ [HP] に対し ては ： [NONE] （フ ォール ド ・ ダ

ウ ン し ない）、 [ON] （コ ン ト ロール ・ ルーム

のフ ォーマ ッ ト がステレオよ り 大きい場合

はフ ォール ド ・ ダウ ンする）、 または [ON-

LF] （LEF な し てフ ォール ド ・ ダウ ンする）。

7  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

るオプシ ョ ンを選択し ます。 選択し たパスがデ ィ

スプレ イに表示されます。

8  こ の手順を繰 り 返し て、 他のモニ ター ・ パスの

それぞれのフ ォール ド ・ ダウ ンのオプシ ョ ンを設

定し ます。

9  [SETUP] ボタ ンを押し て [FOLDDWN] を解除し、

設定オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り

ます。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点

灯し ます。 

10  設定モード を解除し ます。
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アナログ ・ ラ イ ン ・ イ ンプ ッ
ト ・ リ フ ァ レンス ・ レベル （[IN 
REF]）

設定モード では、 アナロ グ ・ ラ イ ン ・ イ ンプ ッ

ト ・ リ フ ァ レ ン ス ・ レベル （[IN REF]） のコ ン ト

ロールを使って、 4 つのアナロ グ ・ イ ンプ ッ ト ・

チャ ンネルのそれぞれの リ フ ァ レ ン ス ・ レベルを

設定でき ます。

アナログ ・ イ ンプ ッ ト のそれぞれのリ フ ァ レン
ス ・ レベルを設定するには ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [IN REF] が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て [IN REF] を選択

し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

4  [IN 1] が表示される までモニ ターのエン コーダ

を回し ます。

5  モニ ターのエン コーダを押し て [IN 1] （アナロ

グ ・ イ ンプ ッ ト ・ チャ ンネル 1） を選択し ます。

6  モニ ターのエン コーダを回し て、 [–10dBV] また

は [+4dBu] を表示し ます。

7  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

る イ ンプ ッ ト ・ リ フ ァ レ ン ス ・ レベルを選択し ま

す。 デ ィ スプレ イに [IN 1] が表示されます。

8  こ の手順を繰 り 返し てアナロ グ ・ ア ウ ト プ ッ ト

2-4 のイ ンプ ッ ト ・ リ フ ァ レ ン ス ・ レベルを設定

し ます。

9  [SETUP] ボタ ンをおし て [IN REF] を解除し、設定

オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ま

す。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯

し ます。 

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グが開いて

いる と きは、 設定モード でアナロ グ ・ ラ

イ ン ・ イ ンプ ッ ト ・ リ フ ァ レ ン ス ・ レベ

ルを変更する こ と はでき ません。



10  設定モード を解除し ます。

リ ミ ッ ター （[LIMITR]）

設定モード では、 リ ミ ッ ター （[LIMITR]） のコ ン

ト ロールを使って、 4 つのアナロ グ ・ イ ンプ ッ ト

のそれぞれに リ ミ ッ ターを適用するかど う かを設

定でき ます。

アナログ ・ イ ンプ ッ ト のそれぞれに対し て リ ミ ッ
ターをオン （またはオフ） にするには ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [LIMITR] が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て [LIMITR] を選択

し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

4  [IN 1] が表示される までモニ ターのエン コーダ

を回し ます。

5  モニ ターのエン コーダを押し て [IN 1] （アナロ

グ ・ イ ンプ ッ ト ・ チャ ンネル 1） を選択し ます。

6  モニ ターのエン コーダを回し て、 以下の リ ミ ッ

ターのオプシ ョ ンの 1 つを表示し ます。

･ NONE

･ SCLIP

･ CURV

7  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

る リ ミ ッ ターのオプシ ョ ンを選択し ます。 デ ィ ス

プレ イに [IN 1] が表示されます。

8  こ の手順を繰 り 返し てアナロ グ ・ イ ンプ ッ ト 2-

4 の リ ミ ッ ターのオプシ ョ ンを設定し ます。

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グが開いて

いる と きは、 設定モード で リ ミ ッ ターを

変更する こ と はでき ません。
9  [SETUP] ボタ ンを押し て [LIMITR] を解除し、 設

定オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ま

す。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯

し ます。 

10  設定モード を解除し ます。

内部サンプルレー ト （[SRATE]）

設定モード では、 内部サンプルレー ト （[SRATE]）

のコ ン ト ロールを使って、 HD OMNI の内部サン

プルレー ト を設定でき ます。 

176.4 kHz と 192 kHz のサンプルレー ト では、 デ

ジ タル 1-2 イ ンプ ッ ト ・ フ ォーマ ッ ト がオプテ ィ

カル （S/PDIF） に設定されている場合、 サンプル

レー ト 変換が自動的にオンにな り ます。

内部サンプルレー ト を設定するには ：

1  [ ハー ド ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グが開いていない

こ と、 また Pro Tools のセ ッ シ ョ ンが開いていな

い こ と を確認し て く ださ い。

2  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

3  [SRATE] が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

4  モニ ターのエン コーダを押し て [SRATE] を選択

し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

5  目的のサンプルレー ト が表示される までモニ

ターのエン コーダを回し ます。 

･ 44.1 kHz

･ 48 kHz

･ 88.2 kHz

･ 96 kHz

･ 176.4 kHz

･ 192 kHz

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グが開いて

いる と きは、 設定モード で内部サンプル

レー ト を変更する こ と はでき ません。
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6  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

るサンプルレー ト を選択し ます。

7  [SETUP] ボタ ンを押し て [SRATE] を解除し、設定

オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ま

す。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯

し ます。 

8  設定モード を解除し ます。

ク ロ ッ ク ・ ソース （[CLOCK]）

設定モード では、 ク ロ ッ ク ・ ソース （[CLOCK]）

のコ ン ト ロールを使って、 HD OMNI に対するデ

ジ タル ・ ク ロ ッ ク ・ ソース を設定でき ます。 

内部サンプルレー ト を設定するには ：

1  Pro Tools が起動し ていない こ と を確認し ます。

2  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

3  [CLOCK] が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

4  モニ ターのエン コーダを押し て [CLOCK] を選択

し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

Pro Tools が起動し ている と きは、 設定

モード で ク ロ ッ ク ・ ソース を変更する こ

と はでき ません。
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5  目的の ク ロ ッ ク ・ ソースが表示される までモニ

ターのエン コーダを回し ます。 

･ INTRNL （内部）

･ DIG IN 

･ WORD （ワー ド ・ ク ロ ッ ク）

･ ADAT

6  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

る ク ロ ッ ク ・ ソース を選択し ます。

7  [SETUP] ボタ ンをおし て [CLOCK] を解除し、設

定オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ま

す。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯

し ます。 

8  設定モード を解除し ます。

デジ タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ ソー
ス （[DIG1-2]）

設定モード では、 デジ タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ ソー

ス （[DIG1-2]） のコ ン ト ロールを使って、

HD OMNI 用のデジ タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ フ ォー

マ ッ ト を設定でき ます。 

176.4 kHz と 192 kHz のサンプルレー ト では、 デ

ジ タル 1-2 イ ンプ ッ ト ・ フ ォーマ ッ ト がオプテ ィ

カル （S/PDIF） に設定されている場合、 サンプル

レー ト 変換が自動的にオンにな り ます。

88.2 kHz よ り 高いサンプルレー ト では、

設定モード でワード ・ ク ロ ッ ク用の基本

サンプルレー ト （44.1 kHz または

48 kHz） を選択する こ と はでき ません。

これは、 Pro Tools の [ ハード ウ ェ ア設定

] （Mac では Core Audio マネージ ャ） で行

う 必要があ り ます。 

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グが開いて

いる と きは、 設定モード でデジ タル 1–2

イ ンプ ッ ト ・ ソース を変更する こ と はで

き ません。



デジ タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ ソースを設定するに
は ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [DIG1–2] が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て [DIG1–2] を選択

し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

4  モニ ターのエン コーダを回し て、 目的のデジ タ

ル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ ソース を表示し ます。 

･ AES

･ S/PDIF

･ OPTICAL

5  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

るデジ タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ ソース を選択し ま

す。

6  [SETUP] ボタ ンを押し て [DIG1–2] を解除し、 設

定オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ま

す。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯

し ます。 

7  設定モード を解除し ます。

サンプルレー ト 変換 （[SRC1-
2]）

設定モード では、 サンプルレー ト 変換

（[SRC1–2]） のコ ン ト ロールを使って、 選択し た

デジ タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ ソースに対し てサンプ

ルレー ト 変換をオン （またはオフ） にでき ます。 

176.4 kHz と 192 kHz のサンプルレー ト では、 デ

ジ タル 1-2 イ ンプ ッ ト ・ フ ォーマ ッ ト がオプテ ィ

カル （S/PDIF） に設定されている場合、 サンプル

レー ト 変換が自動的にオンにな り ます。

[ ハード ウ ェ ア設定 ] ダ イ ア ロ グが開いて

いる と きは、 設定モード でデジ タル 1–2

イ ンプ ッ ト ・ ソース を変更する こ と はで

き ません。
選択し たデジ タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ ソースに対し
てサンプルレー ト 変換をオン （またはオフ） にす
るには ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [SRC1–2] が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て [SRC1–2] を選択

し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

4  [ON] （または [OFF]） が表示される までモニ

ターのエン コーダを回し ます。

5  モニ ターのエン コーダを押し て、 選択し たデジ

タル 1–2 イ ンプ ッ ト ・ ソースに対し てサンプル

レー ト 変換をオン （またはオフ） にし ます。

6  [SETUP] ボタ ンを押し て [SRC1–2] を解除し、設

定オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ま

す。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯

し ます。 

7  設定モード を解除し ます。

SPL 表示キャ リ ブレーシ ョ ン
（[SPLCAL]）

設定モード では、 SPL 表示キ ャ リ ブレーシ ョ ン

（[SPLCAL]） のコ ン ト ロールを使って、 モニ ター

のデ ィ スプレ イの表示をフ ァ ク ト リ ー ・ デフ ォル

ト の dB 値か ら SPL （音圧レベル） へ変更でき ま

す。 SPL のキ ャ リ ブレーシ ョ ンには SPL メ ーター

が必要です。 これは、 モニ タ リ ングの基準が、

ミ ッ ク ス し たデータの可搬性、 再現性、 予測性に

対し て観測されるポス ト ・ プロ ダ ク シ ョ ン環境に

おいて一般的です。
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HD OMNI では、 モニ ター ・ パス [MAIN] と [ALT]

の両方に対し て SPL 表示キ ャ リ ブレーシ ョ ンを行

う こ と ができ ます。

SPL 表示キャ リ ブレーシ ョ ン ・ モー ド にするに
は ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [SPLCAL]が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て[SPLCAL]を選択

し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

4  モニ ターのエン コーダを回し て、 以下のオプ

シ ョ ンの 1 つを表示し ます。

･ CalMn （[MAIN] に対し て SPL をキ ャ リ ブ

レー ト ）

または

･ CalMn （[ALT] に対し て SPL をキ ャ リ ブレー

ト ）

5  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

るオプシ ョ ンを選択し ます。

6  選択し たモニ ター・パス （[MAIN] または [ALT]）

に対し て [SET] が表示される までモニ ターのエン

コーダを回し ます。

7  モニ ターのエン コーダを押し て [SET] を選択し

ます。 デ ィ スプレ イに [85SPL] が表示されます。

8  目的の SPL が表示される までモニ ターのエン

コーダを回し ます。 

ス ピーカーのアナロ グ出力を正し く キ ャ

リ ブレー ト するには、 [OUTRIM] モード

と SPL メ ーターを使用する必要があ り ま

す。 各ス ピーカーの出力を正し く ト リ ム

し、 目的の SPL 値へキ ャ リ ブレー ト し た

ら、 その値とデ ィ スプレ イの SPL 表示を

一致させます。 詳し く は、 Appendix , ﾒ音

圧レベル表示のキ ャ リ ブレーシ ョ ン . ﾓを

お読み く だ さい。
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9  モニ ターのエン コーダを押し て設定を確定し ま

す。

10  [SETUP] ボタ ンをおし て [SPLCAL] を解除し、

設定オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り

ます。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点

灯し ます。 

11  設定モード を解除し ます。

SPL 値をキャ ンセルするには ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [SPLCAL]が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て[SPLCAL]を選択

し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

4  モニ ターのエン コーダを回し て、 以下のオプ

シ ョ ンの 1 つを表示し ます。

･ CalMn （[MAIN] に対し て SPL をキ ャ リ ブ

レー ト ）

または

･ CalMn （[ALT] に対し て SPL をキ ャ リ ブレー

ト ）

5  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

るオプシ ョ ンを選択し ます。

6  選択し たモニ ター・パス （[MAIN] または [ALT]）

に対し て [NO SPL] が表示される までモニ ターの

エン コーダを回し ます。

7  モニ ターのエン コーダを押し て設定を確定し ま

す。

8  [SETUP] ボタ ンを押し て [SPLCAL] を解除し、設

定オプシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ま

す。 [SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯

し ます。 

9  設定モード を解除し ます。



フ ァ ン ・ コ ン ト ロール （[FAN]）

設定モード では、 フ ァ ン ・ コ ン ト ロール （[FAN]）

を使って、 HD OMNI の冷却フ ァ ンの動作を設定

でき ます。 

フ ァ ン ・ コ ン ト ロールを設定するには ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [FAN] が表示される までモニ ターのエン コーダ

を回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て [FAN] を選択し

ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

4  モニ ターのエン コーダを回し て、 以下のオプ

シ ョ ンの 1 つを表示し ます。

ON フ ァ ンを常にオンにし ます。 HD OMNI を機械

室やア イ ソ ボ ッ ク スにイ ン ス ト ールし ている場合

は、 このオプシ ョ ンを選択し て く だ さ い。 

または

AUTO HD OMNI の内部の温度によ って、 フ ァ ン

のス ピード が早 く なった り 遅 く なった り し ます。 

HD OMNI が リ スニング環境にあ る と きは、 こ の

オプシ ョ ンを選択し て く ださ い。 

5  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

る フ ァ ンのオプシ ョ ンを選択し ます。

6  [SETUP] ボタ ンを押し て [FAN] を解除し、設定オ

プシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ます。 

[SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯し

ます。 

7  設定モード を解除し ます。

フ ァ ン不良モー ド

フ ァ ンが失速し た り 完全に止ま った り し た場合

は、 HD OMNI は引き続き通常通 り 動作し ますが、

モニ ターの LCD に [FANerr] が表示され、 バッ ク

ラ イ ト が赤色に変わ り ます。 
フ ァ ン不良モー ド になった場合は、 以下を行っ て
く だ さい。

･ 制作を出来る限 り 早 く 完了し、 HD OMNI の電

源を入れ直し て （Pro Tools が起動し ている場合

は Pro Tools を終了し てから）、 フ ァ ンを リ セ ッ ト

し ます。

･ それで も フ ァ ンが動かない場合は、 フ ァ ク ト

リ ー ・ リ セ ッ ト を実行し ます （ﾒフ ァ ク ト リ ー ・

リ セ ッ ト （[RESET]） ﾓ on page 52 参照）。 

･ それで も フ ァ ンが動かない場合は、 直ちに HD 

OMNI の電源を切 り 、 Avid または Avid の販売店

に修理を依頼し て く ださ い。 

フ ァームウ ェ アのバージ ョ ン
（[VER]）

設定モード では、 フ ァーム ウ ェ アのバージ ョ ン

（[FIRM]） のオプシ ョ ンを使って、 HD OMNI の現

在のフ ァーム ウ ェ アのバージ ョ ン、 FPGA、 基板

の リ ビジ ョ ンが確認でき ます。

現在のフ ァームウ ェ アのバージ ョ ン、 FPGA、 基
板のリ ビジ ョ ンを確認するには ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [VER] が表示される までモニ ターのエン コーダ

を回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て [FIRM] を選択し

ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

4  モニ ターのエン コーダを回し て、 以下のオプ

シ ョ ンの 1 つを表示し ます。

･ FIRM

･ FPGA

･ BOARD

5  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

るオプシ ョ ンを選択し ます。 選択し たオプシ ョ ン

のバージ ョ ン番号がデ ィ スプレ イに表示されま

す。
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6  [SETUP] ボタ ンを押し て [VER] へ戻 り ます。

7  手順 4-6 を繰 り 返し て、 他のオプシ ョ ンのバー

ジ ョ ンを確認し ます。

8  [SETUP] ボタ ンを押し て [VER] を解除し、設定オ

プシ ョ ン ・ メ ニ ューの一番上の階層へ戻 り ます。 

[SETUP] の LED が点滅を停止し、 緑色に点灯し

ます。 

9  も う 一度 [SETUP] を押し て、 設定モード を解除

し ます。

フ ァ ク ト リー ・ リ セ ッ ト
（[RESET]）

設定モード では、 フ ァ ク ト リ ー ・ リ セ ッ ト

（[RESET]） のコマン ド を使って、 HD OMNI のパ

ラ メ ータ をフ ァ ク ト リ ー ・ デフ ォル ト 設定へ戻せ

ます。 

HD OMNI を フ ァ ク ト リ ー ・ デフ ォル ト 設定へリ
セ ッ ト するには ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [RESET] が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て [RESET] を選択

し ます。 

4  以下のいずれかを行います。

･ も う 一度モニ ターのエン コーダを押し て

[RESET] を確定し ます。

または

･ [SETUP] ボタ ンを押し て、 フ ァ ク ト リ ー ・ リ

セ ッ ト をキ ャ ンセルし ます。

フ ァ ク ト リ ー ・ リ セ ッ ト は、 Pro Tools が

起動し ている と きは実行でき ません。 

Pro Tools を終了し てから、 HD OMNI を

フ ァ ク ト リ ー設定へ リ セ ッ ト し て く だ さ

い。
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5  設定モード を解除し ます。

デ ィ スプレ イのコ ン ト ラス ト
（[CNTRST]）

設定モード では、 デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト

（[CNTRST]） のコ ン ト ロールを使って、 HD OMNI

のデ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト （0–62） を調整で

き ます。

HD OMNI のデ ィ スプレ イのコ ン ト ラス ト を調整す
るには ：

1  設定モード にし ます。 [SETUP]のLEDが緑色に点

灯し ます。

2  [CNTRST] が表示される までモニ ターのエン

コーダを回し ます。

3  モニ ターのエン コーダを押し て [CNTRST] を選

択し ます。 [SETUP] の LED が点滅し ます。

4  モニ ターのエン コーダを回し て、 デ ィ スプレ イ

のコ ン ト ラ ス ト （0–62 段階） を調整し ます。

5  モニ ターのエン コーダを押し て、 表示されてい

る設定を選択し ます。 [SETUP] の LED が点滅を停

止し、 緑色に点灯し て、 デ ィ スプレ イに

[CNTRST] が表示されます。

6  設定モード を解除し ます。



付録 A

DB-25 コ ネ ク タのピ ンアウ ト のダイ アグラム
アナログ ・ アウ ト プ ッ ト の DB-
25

MH2

CH1_COLD

CH1_HOT

CH2_GND

CH2_COLD

CH3_GND

CH3_HOT

CH3_COLD

CH4_GND

CH4_HOT

CH4_COLD

CH8_COLD

CH7_COLD

CH7_HOT

CH7_GND

CH6_COLD

CH6_HOT

CH6_GND

CH5_GND

CH5_HOT

CH5_COLD

CH8_GND

NC_1

CH1_GND

CH2_HOT

CH8_HOT

MH1

1

8

7

6

5

4

3

2

27

12

24

11

23

22

21

9

8

7

20

14

3

15

16

17

4

5

19

18

6

2

13

25

10

1

26

+4" Analog Outputs
AES/EBU DB-25 

MH2

CH12_RCV_COLD

CH12_RCV_HOT

CH34_RCV_GND

CH34_RCV_COLD

CH56_RCV_GND

CH56_RCV_HOT

CH56_RCV_COLD

CH78_RCV_GND

CH78_RCV_HOT

CH78_RCV_COLD

CH78_XMT_COLD

CH56_XMT_COLD

CH56_XMT_HOT

CH56_XMT_GND

CH34_XMT_COLD

CH34_XMT_HOT

CH34_XMT_GND

CH12_XMT_GND

CH12_XMT_HOT

CH12_XMT_COLD

CH78_XMT_GND

NC_1

CH12_RCV_GND

CH34_RCV_HOT

CH78_XMT_HOT

MH1

XMT

XMT

XMT

7-8

5-6

3-4

RCV

RCV

RCV

1-2
RCV

3-4

5-6

7-8

1-2
XMT

27

12

24

11

23

22

21

9

8

7

20

14

3

15

16

17

4

5

19

18

6

2

13

25

10

1

26

N/A

N/A

N/A

N/A
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付録 B

音圧レベル表示のキャ リ ブ レーシ ョ ン
ス ピーカーのアナロ グ出力を正し く キ ャ リ ブレー

ト するには、 [OUTRIM] モード と SPL メ ーターを

使用する必要があ り ます。 各ス ピーカーの出力を

正し く ト リ ム し、 目的の SPL 値へキ ャ リ ブレー ト

し た ら、 その値 とデ ィ スプレ イの SPL 表示を一致

させます。

た と えば、 5.1 サラウン ドの MAIN CR モニ ター ・
パスを 85 SPL でキャ リ ブレー ト するには ：

1  7 つの AUX イ ンプ ッ ト ・ ト ラ ッ ク を持つ

Pro Tools セ ッ シ ョ ンを作成し、 以下を行います。

･ 初の AUX イ ンプ ッ ト ・ ト ラ ッ ク のア ウ ト

プ ッ ト を他の 6 つの AUX イ ンプ ッ ト ・ ト

ラ ッ ク （2–7） のイ ンプ ッ ト へバス経由で送

り ます。

･ AUX イ ンプ ッ ト ・ ト ラ ッ ク 2–7 の各ア ウ ト

プ ッ ト をモニ ター ・ パス 1–6 へルーテ ィ ン

グ し ます。

･ メ イ ン ・ ア ウ ト プ ッ ト のボ リ ュームを下げ

ます。

･ 初の AUX イ ンプ ッ ト ・ ト ラ ッ ク に [Signal 

Generator] を挿入し、 0 dB のピン ク ・ ノ イ

ズを生成する よ う 設定し て、 ト ラ ッ ク を ソ

ロ ・ セーフ ・ モード にし ます。

･ すべての ト ラ ッ ク がユニテ ィ へ設定されて

いる こ と を確かめます。

･ メ イ ン ・ ア ウ ト プ ッ ト のボ リ ュームをゆっ

く り と ユニテ ィ へ上げます。

2  HD OMNI で、 モニ ターのエン コーダを使って

MAIN CR パスのゲイ ンを 0 dB へ設定し ます。
3  [OUTRIM] モード にし て、 [OUT 1] を選択し ま

す。

4  初のス ピーカーへルーテ ィ ング されている

Pro Tools の AUX イ ンプ ッ ト ・ ト ラ ッ ク を ソ ロに

し ます。

5  ミ ッ ク ス位置で SPL メ ーターを使用し、SPLが 85

にな る まで HD OMNI のフ ロ ン ト パネルから ア ウ

ト プ ッ ト を ト リ ム し ます。

6  すべてのア ウ ト プ ッ ト に対し て手順 3–5 を繰 り

返し ます。

7  [OUTRIM] モード を解除し ます。

8  [SPLCAL]が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

9  モニ ターのエン コーダを押し て[SPLCAL]を選択

し ます。 

10  [Cal MN]が表示される までモニ ターのエン コー

ダを回し ます。

11  モニ ターのエン コーダを押し て[Cal MN]を選択

し ます。

12  [SET] が表示される までモニ ターのエン コーダ

を回し ます。

HD OMNI の TRIM モード の表示は dB 単

位です。

SPL メ ーターは、 C 加重スケールを使った

「ス ロー ・ レ スポン ス」 へ設定し て く ださ

い。
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13  モニ ターのエン コーダを押し て [SET] を選択し

ます。 デ ィ スプレ イが 0SPL を表示し ます。

14  SPLが85にな る までモニ ターのエン コーダを回

し ます。 

15  モニ ターのエン コーダを押し て設定を確定し

ます。

ALT CR パスが、 MAIN CR パス と同じ ア

ウ ト プ ッ ト を使用する場合があ り ます。 

その場合は、 ALT のス ピーカー出力を ト

リ ムするのではな く 、 ALT のコ ン ト ロー

ル ・ ルーム ・ レベルを調整し て MAIN CR

パスの リ フ ァ レ ン ス （上記の例では 85 

SPL） と一致する よ う キ ャ リ ブレー ト し て

く ださい。
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付録 C

法令遵守情報
環境上の法令遵守

EU における機器の廃棄処分について

製品やパッ ケージに表示されている このシンボルマークは、
その製品を他のゴ ミ といっ し ょ に捨ててはいけないこ と を示
し ています。 使用済みの電子機器は、 使用者の責任で指定の
リサイ クル品収集場所へお持ち く だ さ い。 使用済みの機器を
分別し て リサイ クルするのは、 天然資源を保存し、 人間の健
康や環境を保護するためです。 リサイ クル品の収集場所につ
いて詳し く は、 地方自治体の窓口または製品を購入し た販売
店にお問い合わせ く だ さい。
プロポジシ ョ ン 65 警告

過塩素酸塩の注意

この製品にはリ チウム電池が含まれている可能性があ り ま
す。 カ リ フ ォルニア州は、 以下の公開ステー ト メ ン ト を要求
し ています。 「過塩素酸塩の素材、 取り扱い注意、
www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate 参照。」

リサイ クルの注意

この製品には、 カ リ フ ォルニア州当局が

癌および先天的欠損症その他の生殖機能

障害の原因にな る こ と を認めた鉛などの

化学物質が含まれています。 使用後は必

ず手を洗って く ださい。
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EMC (Electromagnetic 
Compliance)
Avid は、 本製品が干渉と免責を規定し た以下の標準規格を
遵守し ている こ と を宣誓し ます。
• FCC Part 15 Class A
• EN55103-1 E4
• EN55103-2 E4
• AS/NZS 3548 Class A
• CISPR 22 Class A

米国における FCC 法令遵守

ラジオおよびテレビの干渉

本機器は、 FCC 規則第 15 部による ク ラス A デジ タル機器の
制限に適合する こ とがテス ト によ って確認されています。 

準拠宣言
当社 Avid、 2001 Junipero Serra Boulevard
Daly City, CA 94014-3886, USA
650-731-6300
は以下の製品が FCC 規則第 15 部に適合し ている こ と を宣
誓し ます。
HD OMNI

動作は下記の 2 つの条件に従って行われます。  (1) 本機器
は有害な干渉の原因とはならず、 (2) 本機器は不要な動作
の原因と なる干渉を含む如何なる干渉を も受容し ます。

通信
注意 ： 本機器は、 FCC 規則第 15 部による ク ラス A デジ タ
ル機器の制限に適合する こ とがテス ト によ って確認されて
います。 これらの制限は本機器が住宅に設置された と きに
有害な干渉に対し て妥当な保護を提供するよ う 定められて
います。 本機器は無線周波数エネルギーを生成し、 使用
し、 放射し ます。 取扱説明書に従って正し く イ ンス ト ール
および使用し なければ無線通信に有害な干渉を与える原因
と な り ます。 絶対に干渉が起きないこ と を保証する もので
はあ り ません。  本機器の電源のオン と オフ を切り替える こ
とによ って本機器がラ ジオやテレビの受信に対する有害な
干渉の原因になっている こ とが確認できた場合は、 以下の
いずれかの手段で干渉を緩和し てみて く だ さ い。
• 受信アンテナの方向を変えるか設置場所を変える。
• 本機器と受信機を離し て設置する。
• 本機器と受信機の電源を別々のコ ンセン ト に接続する。
• ラジオ / テレビの販売店または専門の技術者に相談す

る。
Avid の許可な く 本機器を改造する と、 本機器を使用する権
利が無効になる場合があ り ます。
HD OMNI ガイ ド
オース ト ラ リ アの法令遵守

カナダの法令遵守

このク ラス A デジ タル機器は、 カナダの ICES- 003 を遵守し
ています。

Cet appareil numerique de la classe A est conforme a la norme 
NMB-003 du Canada.

CE 法令遵守

（EMC と安全）

Avid は、 EMC Directive 89/336/EEC および Low Voltage 
Directive 2006/95/EEC に適合する こ とによ り、 本機器に対
する CE （Conformite Europenne） マークの適用を許可されて
います。

安全上の法令遵守

安全

本機器は以下の UL 規格の仕様に従って USA と カナダの安
全認可に適合するよ う テス ト されています。 UL60065 7th 
/IEC 60065 7th およびカナダの CAN/CSA C22.2 60065:03。
Avid Inc. は適合機器に適切な UL & CUL マーク をつける こ と
を認められています。

警告

Avid



安全に関する重要な指示

1） これらの指示を読むこ と。

2） これらの指示を保存する こ と。

3） すべての注意に耳を傾ける こ と。

4） これらの指示に従 う こ と。

5） 本機器を水の近 く で使用し ない。

6） 乾いた布でのみ掃除する。

7） 通気孔を塞がない。 取扱説明書に従って設置する。

8） 放熱器、 喚起調節弁、 ス ト ーブその他熱を発生する機器
（アンプを含む） などの熱源近 く に設置し ない。

9） 有極プ ラグや接地型プ ラグを正し く 使用する。 有極プ ラ
グには 2 つのブレー ド があ り、 一方の幅がも う 一方よ り広 く
なっている。 接地型プ ラグには 2 つのブレー ド と接地プロン
グがある。 このプロング （3 番目の幅広ブレー ド） は、 安全
用である。 プ ラグがコ ンセン ト に合わないと きは、 電気技術
者に相談し て コ ンセン ト を交換する。

10） 電源コー ドが踏まれた り （特にプ ラグ部分）、 機器に挟
まれた り し ないよ う に保護する。

11） 付属品はメ ーカーが指定し たものだけを使 う。

12) ラ ッ クマウン ト できない製品については ： カー ト 、 ス タ
ン ド、 三脚、 ブ ラケ ッ ト 、 テーブルは機器と共に販売されて
いる もの、 またはメ ーカーが指定し たものだけを使う 。 カー
ト を使って機器を移動する と きは、 転倒し てけがを し ないよ
う に注意する。

13） 雷が発生し た と きや長時間使用し ないと きはプ ラグを抜
く 。 

14） 整備点検は、 認定されたサービス要員に依頼する。 電源
コー ド またはプ ラグが損傷を受けた と き、 液体を溢し た と
き、 物体を機器内に落と し た と き、 機器が雨や水分に晒され
た と きなど本機器が何らかの損傷を受けた と きは整備点検が
必要である。

15) 本線から電力の供給を受ける製品については ： 
機器に液体を こぼし た り、 機器の上に液体に満た された物体
（花瓶など） を置いてはいけない。 

警告！ 火事や電気シ ョ ッ クの危険を減らすため、 この機器
を雨や水分に対し て露出し てはいけない。 

16) リ チウム電池を含む製品については ： 
注意！電池を間違って交換する と爆発の危険がある。 同一ま
たは同等の種類のも と交換する こ と。 

17) 電源スイ ッ チを備えた製品については ： 
主電源スイ ッ チは HD OMNI のフ ロン ト パネルにある。 設置
後も操作でき るよ う に し ておかなければならない。 

18) 本機器が使用でき る 高気温は摂氏 40 度である。
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